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は
じ
め
に

　

飛
鳥
井
雅
経
の
家
集
『
明
日
香
井
集
』
は
、
栄
雅
（
飛
鳥
井
雅
親
、
雅
経
の
末
裔
。

応
永
二
三
年
〔
一
四
一
六
〕
―
延
徳
二
年
〔
一
四
九
〇
〕
）
の
識
語
に
よ
っ
て
、
雅

経
の
孫
雅
有
の
撰
に
よ
り
、
永
仁
二
年
（
一
二
九
四
）
春
頃
成
立
し
た
と
知
ら
れ
る
。

一
六
七
二
首
を
上
下
二
巻
に
収
め
る
。
構
成
は
、
上
巻
に
は
定
数
歌
を
、
百
首
歌
・

五
十
首
歌
・
そ
の
他
の
定
数
歌
の
順
に
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
中
で
詠
作
順
に
収
め

て
い
る
。
下
巻
に
は
、
前
半
に
小
規
模
な
歌
会
・
歌
合
歌
を
詠
作
順
に
配
し
、
後
半

に
四
季
・
恋
・
雑
か
ら
成
る
部
類
歌
を
収
め
る
。
伝
本
は
、
二
〇
本
以
上
現
存
す
る
が
、

「
現
存
諸
本
は
、
語
句
・
歌
の
順
序
に
小
異
が
あ
る
程
度
で
、
す
べ
て
同
系
統
と
考

え
ら
れ
る
。
」

（
１
）

と
さ
れ
る
。
現
存
最
古
写
本
は
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
で
あ
る

が
、こ
れ
を
祖
本
と
す
る
と
さ
れ
る
日
本
大
学
総
合
図
書
館
蔵
本
（
九
一
一
・
一
四
八
・

Ａ
・
九
三
）
に
比
し
て
三
四
四
首
の
欠
脱
が
あ
る
も
の
の
、
日
大
本
の
増
補
と
見
ら

れ
る
箇
所
も
あ
る
と
さ
れ
る

（
２
）

。 

ま
た
、
伝
本
の
中
に
は
、
栄
雅
の
識
語
の
後
に
文

明
一
五
年
（
一
四
八
三
）
の
宋
世
（
飛
鳥
井
雅
康
、
栄
雅
の
弟
で
、
そ
の
猶
子
と
な

る
）
の
奥
書
を
有
す
る
も
の
も
複
数
あ
る
。

　

本
稿
で
扱
う
『
鳥
羽
百
首
』
は
、『
明
日
香
井
集
』
の
最
初
に
配
さ
れ
て
い
る
。
「
建

久
九
年
五
月
廿
日
始
之
毎
日
十
首
披
講
之
」
と
い
う
注
記
を
持
ち
、
雅
経
二
九
歳
の

時
の
詠
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
詠
作
時
期
が
知
ら
れ
る
雅
経
歌
の
中
で
最
も
早

い
時
期
の
作
で
あ
る
。

雅
経
の
父
頼
経
は
、
源
義
経
に
同
心
し
た
罪
科
に
よ
り
、
文
治
五
年
（
一
一
八
九
）

伊
豆
に
流
さ
れ
た
。
雅
経
も
そ
の
後
、
時
期
は
明
ら
か
で
な
い
が
鎌
倉
に
下
向
し
、

在
住
し
て
い
た
が
、
後
鳥
羽
院
の
命
に
よ
り
建
久
八
年
（
一
一
九
七
）
二
月
に
上
洛

し
た
。
雅
経
は
正
治
二
年
（
一
二
〇
〇
）
以
降
、
後
鳥
羽
院
歌
壇
に
加
え
ら
れ
る
が
、

『
鳥
羽
百
首
』
は
そ
れ
に
先
立
つ
作
品
で
あ
る
。
立
春
・
花
・
郭
公
・
五
月
雨
・
月
・

紅
葉
・
雪
・
歳
暮
・
恋
・
述
懐
の
十
題
。
各
題
十
首
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
五
月
雨
・

月
・
紅
葉
・
歳
暮
は
各
九
首
、
郭
公
は
七
首
の
計
九
三
首
し
か
現
存
し
な
い
。
他
の

歌
人
に
同
じ
題
の
作
は
見
ら
れ
ず
、
私
的
な
作
と
考
え
ら
れ
る
。
前
稿

（
３
）

で
は
、
『
鳥

飛
鳥
井
雅
経
『
鳥
羽
百
首
』
「
五
月
雨
」
「
月
」
「
紅
葉
」
「
雪
」
歌
注
釈�　
　
　
　

稲
葉　

美
樹
*

（
３
）「
飛
鳥
井
雅
経
『
鳥
羽
百
首
』『
立
春
』『
花
』『
郭
公
』
歌
注
釈
」（『
埼
玉
大
学
紀
要　

教
養
学
部
』

第
五
四
巻
第
一
号
、
二
○
一
八
年
九
月
）。

*
い
な
ば
・
み
き
、
埼
玉
大
学
教
養
学
部
非
常
勤
講
師
、
日
本
中
世
文
学

（
１
） 

『
私
家
集
大
成
』（
日
本
文
学
ｗ
ｅ
ｂ
図
書
館
、
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）『
明
日
香
井
集
』
解
題
（
有　
　
　
　

吉
保
氏
）。

（
２
）

冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
『
中
世
私
家
集
六
』（
二
〇
〇
二
年
六
月
、
朝
日
新
聞
社
）
解
題
（
久
保
田
淳

氏
・
小
林
一
彦
氏
）。

『
鳥
羽
百
首
』
は
飛
鳥
井
雅
経
の
家
集
『
明
日
香
井
集
』
の
最
初
に
配
さ
れ
て
い
る
。
建
久
九
年
（
一
一
九
八
）
に
詠
作
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
詠
作
時
期
が
判
明

す
る
雅
経
歌
の
最
初
の
作
品
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
『
鳥
羽
百
首
』
の
「
五
月
雨
」
九
首
、
「
月
」
九
首
、
「
紅
葉
」
九
首
、
「
雪
」
一
〇
首
の
計
三
七
首
に
つ
い
て
、
校
異
、
他

文
献
、
現
代
語
訳
、
本
歌
、
参
考
歌
、
語
釈
、
補
説
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド 

：　

飛
鳥
井
雅
経
、
『
明
日
香
井
集
』
、
『
鳥
羽
百
首
』
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羽
百
首
』
の
最
初
の
三
題
、
す
な
わ
ち
、
立
春
・
花
・
郭
公
題
の
計
二
七
首
の
注
釈

を
行
っ
た
。
本
稿
で
は
そ
れ
に
続
く
五
月
雨
・
月
・
紅
葉
・
雪
の
四
題
の
計
三
七
首
、

『
明
日
香
井
集
』
二
八
～
六
四
の
注
釈
を
行
う
。

凡
例

一
、
本
稿
は
、
日
本
大
学
総
合
図
書
館
蔵
本
（
九
一
一
・
一
四
八
・
Ａ
・
九
三
）
を

底
本
と
す
る
『
私
家
集
大
成
』
（
日
本
文
学
ｗ
ｅ
ｂ
図
書
館
、
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）

の
『
明
日
香
井
集
』
に
よ
り
、
注
釈
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

二
、
本
文
に
つ
い
て
、
漢
字
と
仮
名
の
区
別
は
底
本
の
ま
ま
と
し
た
が
、
読
解
の
便

を
考
慮
し
て
次
の
処
置
を
施
し
た
。

・
仮
名
遣
い
は
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
統
一
し
、
濁
点
を
補
っ
た
。

・
底
本
本
文
に
何
ら
か
の
問
題
が
あ
っ
て
解
釈
に
支
障
が
あ
る
場
合
に
は
、
『
新
編

国
歌
大
観
』
（
日
本
文
学
ｗ
ｅ
ｂ
図
書
）
を
参
照
し
て
改
め
、
原
表
記
等
を
カ
ッ
コ

内
ル
ビ
で
示
し
、
【
語
釈
】
欄
で
説
明
し
た
。

三
、
歌
頭
に
『
新
編
国
歌
大
観
』
の
番
号
を
付
し
た
。

四
、
注
釈
に
は
、【
校
異
】【
他
文
献
】【
現
代
語
訳
】【
本
歌
】【
参
考
歌
】【
語
釈
】【
補

説
】
の
項
目
を
立
て
て
記
し
た
。

五
、
【
校
異
】
は
栄
雅
識
語
を
有
す
る
、
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
『
中
世
和
歌
集
六
』

所
収
『
明
日
香
井
集
』（
「
冷
」と
略
記
す
る
）
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
（
五
〇
一
・
一
〇
〇
、

仮
に
「
書
Ａ
」
と
略
記
）
、
お
よ
び
宋
世
奥
書
も
有
す
る
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本

（
二
六
六
・
七
○
九
、
仮
に
「
書
Ｂ
」
と
略
記
）
の
異
文
を
、
仮
名
遣
い
や
送
り
仮
名

な
ど
の
よ
う
な
解
釈
に
影
響
し
な
い
と
思
わ
れ
る
も
の
を
除
い
て
、
底
本
本
文
と
と

も
に
原
態
本
文
で
示
し
た

（
４
）

。

六
、
【
他
文
献
】
は
、
当
該
歌
が
勅
撰
集
・
私
撰
集
・
他
の
私
家
集
な
ど
に
入
っ
て

い
る
場
合
に
、
そ
の
所
在
と
校
異
を
示
し
た
。

七
、
【
現
代
語
訳
】
は
、
本
文
の
各
語
に
即
し
つ
つ
、
わ
か
り
や
す
さ
に
留
意
し
た
。

八
、
【
本
歌
】
に
は
、
本
歌
取
り
に
お
け
る
本
歌
と
認
定
さ
れ
る
歌
を
掲
げ
た
。

九
、
【
参
考
歌
】
に
は
、
解
釈
な
ど
の
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
歌
を
掲
げ
た
。

一
〇
、
【
語
釈
】
で
は
、
語
句
を
抜
き
出
し
て
、
解
釈
や
解
説
を
加
え
た
。

一
一
、
【
補
説
】
で
は
、
表
現
の
特
性
、
先
行
歌
と
の
関
係
、
私
見
な
ど
を
記
し
た
。

一
二
、
引
用
和
歌
資
料
は
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
っ
た
。

注
釈

五
月
雨

二
八　

さ
み
だ
れ
は
す
だ
く
か
は
づ
の
こ
ゑ
な
が
ら
さ
わ
ぎ
ぞ
ま
さ
る
ゐ
で
の
う
き

く
さ

【
校
異
】　

な
し

【
他
文
献
】　

な
し

【
現
代
語
訳
】　

五
月
雨
は
、
集
ま
っ
て
鳴
く
蛙
の
声
と
と
も
に
い
っ
そ
う
音
を
立
て
、

降
り
注
ぐ
五
月
雨
に
い
っ
そ
う
乱
れ
動
く
井
出
の
浮
草
で
あ
る
よ
。

【
本
歌
】

み
が
く
れ
て
す
だ
く
か
は
づ
の
も
ろ
ご
ゑ
に
さ
わ
ぎ
ぞ
わ
た
る
ゐ
で
の
か
は
な
み

（
『
後
拾
遺
集
』
巻
二
、
春
下
、
一
五
九
、
良
暹
・『
弘
徽
殿
女
御
歌
合
』
一
三
、
結
句
「
ゐ

で
の
う
き
草
」
）

（
４
）

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
は
い
ず
れ
も
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
画
像
に
よ
る
。
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【
参
考
歌
】

み
が
く
れ
て
す
だ
く
か
は
づ
の
こ
ゑ
な
が
ら
ま
か
せ
て
け
り
な
ゐ
で
の
を
や
ま
だ

（
『
殷
富
門
院
大
輔
集
』
七
・
『
風
雅
集
』
巻
三
、
春
下
、
二
六
九
、
結
句
「
小
田
の

な
は
し
ろ
」
）

【
語
釈
】

〇
す
だ
く
―
多
く
集
ま
る
意
。
平
安
時
代
以
降
は
、
虫
や
鳥
な
ど
が
群
が
っ
て
鳴
く

意
に
も
用
い
ら
れ
た
。
こ
こ
で
は
後
者
。

〇
こ
ゑ
な
が
ら
―
「
な
が
ら
」
は
接
尾
語
で
、
…
の
ま
ま
の
意
。
蛙
が
集
ま
っ
て
鳴

い
て
い
る
声
は
続
い
て
い
て
、
そ
こ
に
五
月
雨
が
降
る
音
が
加
わ
る
こ
と
を
表
現
し

て
い
る
。
こ
の
表
現
は
当
該
歌
以
外
に
は
参
考
歌
欄
に
示
し
た
殷
富
門
院
大
輔
歌
に

し
か
見
ら
れ
な
い
。

○
さ
わ
ぎ
ぞ
ま
さ
る
―
「
さ
わ
ぎ
」
は
「
五
月
雨
は
」
を
受
け
て
、
ざ
わ
ざ
わ
と
音

を
立
て
る
意
で
あ
る
と
と
も
に
、
「
ゐ
で
の
う
き
く
さ
」
に
続
く
文
脈
で
は
、
乱
れ

動
く
意
。
「
ま
さ
る
」
は
増
大
す
る
意
。

○
ゐ
で
―
山
城
国
の
歌
枕
。
現
在
の
京
都
府
綴
喜
郡
井
出
町
。
山
吹
・
蛙
の
名
所
。

【
補
説
】　

田
村
柳
壹
氏
は
、
本
百
首
の
本
歌
取
に
つ
い
て
論
じ
た
中
で
、
「
本
歌
か

ら
取
っ
た
句
の
位
置
を
変
え
ず
に
、
二
句
乃
至
二
句
と
数
文
字
取
っ
て
い
る
例
」
の

一
つ
に
当
該
歌
を
挙
げ
た
上
で
、
春
→
夏
「
と
い
う
よ
う
に
、
主
題
を
転
換
さ
せ
、

同
題
を
避
け
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
」
と
指
摘
し
て
い
る

（
５
）

。
確

か
に
、
第
二
句
「
す
だ
く
か
は
づ
の
」
、
第
四
句
中
の
「
さ
わ
ぎ
ぞ
」
の
ほ
か
、
歌

合
本
文
に
従
う
と
結
句
「
ゐ
で
の
う
き
く
さ
」
を
取
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
取
り

過
ぎ
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
当
該
歌
で
、
本
歌
の
景
を
取
り
込
み
な
が
ら

五
月
雨
詠
へ
と
転
じ
て
い
る
点
は
巧
み
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
「
す
だ
く
か
は
づ
の
こ
ゑ
な
が
ら
」
と
い
う
表
現
は
、
当
該
歌
と
参
考
歌

欄
に
示
し
た
殷
富
門
院
大
輔
歌
の
二
首
に
し
か
見
ら
れ
ず
、
蛙
の
声
は
そ
の
ま
ま
聞

こ
え
て
い
て
、
状
況
に
変
化
が
生
じ
る
と
い
う
趣
向
は
、
殷
富
門
院
大
輔
歌
か
ら
学

ん
だ
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
『
鳥
羽
百
首
』
は
雅
経
の
百
首
歌
の
中
で
最
も
体
言
止
め
の
歌
が
多
く
、

九
三
首
中
六
三
首
に
見
ら
れ
る
が
、
五
月
雨
題
の
歌
は
す
べ
て
体
言
止
め
で
あ
る
。

二
九　

さ
み
だ
れ
は
く
も
の
し
が
ら
み
こ
え
に
け
り
そ
ら
よ
り
あ
ま
る
あ
ま
の
か
は

水
【
校
異
】　

な
し

【
他
文
献
】　

な
し

【
現
代
語
訳
】　

五
月
雨
は
雲
の
し
が
ら
み
を
越
え
て
し
ま
っ
た
の
だ
な
、
空
か
ら

余
っ
て
こ
ぼ
れ
落
ち
て
来
た
天
の
川
の
水
で
あ
る
。

【
本
歌
】

わ
が
袖
に
露
ぞ
お
く
な
る
天
河
雲
の
し
が
ら
み
浪
や
こ
す
ら
ん

（
『
後
撰
集
』
巻
六
、
秋
中
、
三
〇
三
、
よ
み
人
知
ら
ず
）

【
参
考
歌
】

あ
ま
の
が
は
く
も
の
し
が
ら
み
こ
え
に
け
り
は
な
ち
り
つ
も
る
を
は
つ
せ
の
や
ま

（
５
）
田
村
柳
壹
氏『
後
鳥
羽
院
と
そ
の
周
辺
』一
九
九
八
年
一
一
月
、笠
間
書
院
、二
三
一
ペ
ー
ジ
。
初
出「
藤

原
雅
経
の
和
歌
活
動
と
そ
の
詠
歌
を
め
ぐ
っ
て
―
特
に
、
建
仁
元
年
新
古
今
集
撰
集
下
命
ま
で
を
中
心

に
―
」（『
中
世
文
学
』
第
二
二
号
、
一
九
七
七
年
一
〇
月
）。
以
下
、
同
氏
の
説
の
引
用
は
同
書
に
よ
る
。

本
歌
取
に
つ
い
て
は
二
三
○
ペ
ー
ジ
か
ら
二
三
四
ペ
ー
ジ
、
新
風
歌
人
の
作
か
ら
の
摂
取
に
つ
い
て
は

二
三
四
ペ
ー
ジ
か
ら
二
三
六
ペ
ー
ジ
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
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（
『
江
帥
集
』
三
八
・
『
続
詞
花
集
』
巻
二
、
春
下
、
七
二

）
（
６
）

【
語
釈
】

〇
く
も
の
し
が
ら
み
―
雲
で
作
っ
た
し
が
ら
み
。
天
の
川
に
か
か
っ
た
雲
を
し
が
ら

み
に
見
立
て
た
表
現
。
「
し
が
ら
み
」
は
、
杭
を
打
ち
並
べ
て
、
そ
こ
に
小
枝
な
ど

を
渡
し
て
、
川
の
流
れ
を
せ
き
止
め
る
も
の
。
「
く
も
の
し
が
ら
み
」
の
雅
経
と
同

時
代
以
前
の
作
例
は
、
本
歌
お
よ
び
参
考
歌
を
含
め
て
平
安
時
代
に
四
例
、
同
時
代

に
は
寂
蓮
・
後
鳥
羽
院
・
鴨
長
明
・
惟
明
親
王
に
一
例
ず
つ
し
か
見
ら
れ
な
い
。

〇
そ
ら
よ
り
あ
ま
る
―
天
の
川
の
水
が
し
が
ら
み
を
越
え
、
余
っ
て
空
か
ら
こ
ぼ
れ

落
ち
た
。
こ
の
表
現
を
用
い
た
歌
は
他
に
な
い
。

【
補
説
】　

田
村
柳
壹
氏
は
、
本
百
首
の
本
歌
取
に
つ
い
て
論
じ
た
中
で
、
「
本
歌
の

趣
向
を
拡
張
・
深
化
さ
せ
な
が
ら
一
首
を
構
成
し
つ
つ
、
秀
句
的
表
現
を
開
拓
し
て

い
る
歌
が
み
ら
れ
る
」
と
述
べ
、
一
例
と
し
て
こ
の
歌
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、「
そ

ら
よ
り
あ
ま
る
あ
ま
の
か
は
水
」
を
秀
句
的
表
現
と
し
、
「
雅
経
の
秀
句
好
み
の
一

面
が
端
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

『
後
撰
集
』
歌
の
ほ
か
、
参
考
歌
欄
に
示
し
た
大
江
匡
房
歌
の
第
二
句
・
第
三
句

が
当
該
歌
と
同
一
で
、
「
あ
ま
の
が
は
」
も
一
致
し
て
い
る
。
匡
房
歌
も
本
歌
と
す

べ
き
か
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
明
ら
か
に
取
り
過
ぎ
で
あ
ろ
う
。
天
の
川

に
か
か
っ
た
雲
を
し
が
ら
み
に
見
立
て
、
そ
の
し
が
ら
み
を
水
が
越
え
る
と
す
る
発

想
は
先
行
す
る
二
首
に
よ
る
も
の
の
、
『
後
撰
集
』
歌
は
涙
を
、
匡
房
歌
は
花
が
散

り
積
も
る
様
を
、
天
の
川
の
水
が
し
が
ら
み
を
越
え
た
と
表
現
し
て
い
る
の
に
対
し
、

雅
経
歌
で
は
五
月
雨
が
し
が
ら
み
を
越
え
て
天
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
て
来
た
も
の
と
歌

う
。
降
る
の
が
雨
で
あ
る
た
め
天
の
川
と
の
結
び
つ
き
は
先
行
歌
よ
り
も
密
接
に
な

る
も
の
の
、
意
外
性
は
乏
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

三
〇　

さ
つ
き
よ
は
の
き
の
し
づ
く
の
お
と
す
み
て
の
ど
か
に
ふ
く
る
あ
ま
雲
の
そ

ら【
校
異
】　

さ
つ
き
よ
は
―
さ
月
に
は
（
書
Ｂ
）

【
他
文
献
】　

な
し

【
現
代
語
訳
】　

五
月
の
夜
は
、
軒
か
ら
落
ち
る
雫
の
音
が
澄
ん
で
い
て
、
静
か
に
更

け
て
行
く
、
雨
雲
に
覆
わ
れ
た
空
で
あ
る
。

【
参
考
歌
】

や
す
ら
ひ
て
み
る
ほ
ど
も
な
き
さ
つ
き
よ
を
な
に
を
あ
か
ず
と
た
た
く
く
ひ
な
ぞ

（
『
大
斎
院
前
の
御
集
』
一
七
一
）

【
語
釈
】

〇
さ
つ
き
よ
―
五
月
の
夜
。
当
該
歌
以
前
の
作
例
は
、
参
考
歌
欄
に
示
し
た
選
子
内

親
王
歌
の
み
で
、
そ
の
後
の
作
例
も
少
な
い
。

〇
の
ど
か
に
ふ
く
る
―
「
の
ど
か
に
」
は
平
穏
で
静
か
な
様
子
を
い
う
。
こ
の
表
現

の
作
例
は
当
該
歌
以
前
は
な
い
。

〇
あ
ま
雲
の
そ
ら
―
雨
雲
が
か
か
っ
て
い
る
空
。
こ
れ
も
当
該
歌
以
前
の
作
例
は
な

い
。

【
補
説
】　

松
村
雄
二
氏
は
「
雅
経
の
詩
心
」
に
つ
い
て
「
自
然
の
音
や
変
化
に
耳
す

ま
し
、
そ
の
流
動
す
る
相
を
歌
の
上
に
定
着
し
て
ゆ
く
」

（
７
）

と
指
摘
し
て
お
り
首
肯
さ

れ
る
。
雅
経
に
は
、
特
に
嵐
を
詠
ん
だ
歌
が
多
く
（
『
明
日
香
井
集
』
一
六
七
二
首

（
６
）
匡
房
歌
は
『
続
詞
花
集
』
で
は
、天
理
図
書
館
蔵
本
（
九
一
一
・
二
三
・
イ
四
七
）
を
底
本
と
す
る
『
新

編
国
歌
大
観
』
で
第
三
句
を
「
た
え
に
け
り
」
と
す
る
。
こ
れ
で
は
解
し
に
く
い
た
め
、
国
立
歴
史

民
俗
博
物
館
蔵
本
を
底
本
と
す
る
『
続
詞
花
和
歌
集
新
注　

上
』（
鈴
木
徳
男
氏
、
青
簡
社
、
二
○

一
○
年
一
二
月
）
に
従
っ
た
。

（
７
）「
飛
鳥
井
雅
経
と
藤
原
秀
能
」（『
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
』
第
四
四
巻
一
○
号
、一
九
七
九
年
九
月
）。
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中
六
九
首
）
、
ま
た
そ
の
多
く
が
聴
覚
に
よ
っ
て
嵐
を
捉
え
た
作
で
あ
る
と
い
う
特

徴
が
見
ら
れ
る
。
当
該
歌
で
は
五
月
雨
を
、
雫
が
軒
か
ら
落
ち
る
音
で
表
現
し
て
い

る
。
雨
垂
れ
を
澄
ん
だ
音
色
と
し
て
耳
を
傾
け
て
い
る
た
め
に
、
雨
雲
に
覆
わ
れ
た

空
で
あ
っ
て
も
重
苦
し
く
は
な
く
、
静
か
に
夜
が
更
け
て
行
く
と
感
じ
る
の
で
あ
ろ

う
。
次
の
三
一
と
三
二
も
聴
覚
に
よ
る
作
で
あ
る
。

三
一　

さ
月
や
み
ま
ど
う
ち
あ
か
す
あ
め
の
お
と
に
こ
た
へ
て
お
つ
る
そ
で
の
た
ま

水
【
校
異
】　

な
し

【
他
文
献
】　

な
し

【
現
代
語
訳
】　

五
月
の
夜
の
深
い
闇
の
中
で
、
一
晩
中
窓
を
打
つ
雨
の
音
に
答
え
て

こ
ぼ
れ
落
ち
る
袖
の
玉
水
で
あ
る
。

【
参
考
歌
】

い
た
づ
ら
に
け
ふ
も
す
ぎ
ぬ
と
つ
ぐ
る
か
ね
に
こ
た
へ
て
お
つ
る
わ
が
な
み
だ
か
な

（
『
拾
玉
集
』
三
一
八
二
）

と
や
ま
よ
り
し
か
の
ね
お
く
る
秋
か
ぜ
に
こ
た
へ
て
お
つ
る
は
ぎ
の
し
た
つ
ゆ

（
『
秋
篠
月
清
集
』
五
二
九
）

秋
の
夜
は
ま
ど
う
つ
あ
め
に
夢
さ
め
て
の
き
ば
に
ま
さ
る
袖
の
た
ま
み
づ

（
『
六
百
番
歌
合
』
秋
、
三
六
五
、
藤
原
有
家
）

【
語
釈
】

〇
さ
月
や
み
―
五
月
雨
が
降
る
頃
の
夜
の
暗
闇
。

〇
う
ち
あ
か
す
―
「
う
ち
」
は
雨
が
窓
を
た
た
く
意
、
「
あ
か
す
」
は
、
朝
ま
で
し

続
け
る
意
、
し
た
が
っ
て
「
う
ち
あ
か
す
」
で
一
晩
中
雨
が
窓
を
た
た
い
て
い
る
意

と
解
し
た
。
「
ま
ど
う
ち
あ
か
す
」
と
い
う
表
現
は
、
当
該
歌
以
前
に
作
例
が
見
ら

れ
な
い
。

〇
こ
た
へ
て
お
つ
る
―
窓
を
た
た
い
て
落
ち
る
雨
の
雫
に
呼
応
し
て
こ
ぼ
れ
落
ち
る

意
。
当
該
歌
以
前
の
作
例
は
、
参
考
歌
欄
に
示
し
た
良
経
歌
に
し
か
見
ら
れ
な
い
。

〇
袖
の
玉
水
―
「
玉
水
」は
水
滴
を
玉
に
見
立
て
た
も
の
。
こ
こ
で
は
涙
の
こ
と
。「
袖

の
玉
水
」
の
当
該
歌
以
前
の
作
例
は
、
参
考
歌
欄
に
示
し
た
有
家
歌
に
し
か
見
ら
れ

な
い
。

【
補
説
】　

田
村
柳
壹
氏
は
、
本
百
首
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
「
次
に
、
本
百
首
中
で

注
目
さ
れ
る
の
は
、
雅
経
が
比
較
的
近
年
に
詠
出
さ
れ
た
先
人
の
歌
を
意
識
し
て
詠

ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
歌
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
先
行
歌
と
の
類
似
や
重

な
り
合
い
の
現
象
に
は
、
①
本
百
首
の
詠
作
さ
れ
た
建
久
期
前
後
に
流
行
の
兆
し
を

見
せ
る
表
現
を
敏
感
に
受
け
と
め
、
そ
れ
を
先
取
り
的
に
詠
み
こ
ん
で
い
る
こ
と
、

②
良
経
・
慈
円
・
定
家
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
新
風
歌
人
の
作
品
に
親
し
み
、
特
に
、
彼

ら
が
詠
出
し
た
秀
句
的
表
現
を
見
出
し
て
、
そ
れ
を
学
び
と
っ
て
ゆ
こ
う
と
す
る
詠

歌
姿
勢
の
窺
い
知
れ
る
こ
と
、な
ど
の
傾
向
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
指
摘
し
、

そ
の
例
中
に
当
該
歌
と
参
考
歌
欄
に
示
し
た
慈
円
・
藤
原
良
経
歌
を
挙
げ
て
、
「
『
雨

の
音
に
答
へ
て
落
つ
る
袖
の
玉
水
』
（
略
）
な
ど
雅
経
は
先
人
の
秀
句
的
表
現
を
積

極
的
に
学
び
用
い
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
良
経
歌
は
「
南
海
漁
夫
百

首
」
中
の
一
首
で
、
「
南
北
百
番
歌
合
」
跋
文
に
「
建
久
五
年
仲
秋
」
と
あ
る
の
で

こ
れ
以
前
に
詠
ま
れ
た
と
知
ら
れ
る
が
、
慈
円
歌
は
「
厭
離
欣
求
百
首
」
中
の
一
首

で
、
こ
れ
は
跋
文
に
よ
る
と
承
元
三
年
（
一
二
〇
九
）
の
作
な
の
で
、
雅
経
歌
が
先

行
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
雅
経
は
「
答
へ
て
落
つ
る
」
と
い
う
表
現
を
良
経
歌
か
ら

学
ん
だ
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
窓
を
雨
が
打
つ
夜
に
涙
を
流
す
と
い
う
一
首
の

発
想
は
主
と
し
て
有
家
歌
か
ら
得
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
有
家
歌

で
は
秋
の
夜
の
も
の
寂
し
い
思
い
に
流
す
涙
、
雅
経
歌
で
は
五
月
雨
の
時
期
の
深
い

闇
に
閉
ざ
さ
れ
た
中
で
の
鬱
屈
し
た
思
い
に
流
す
涙
を
詠
む
。
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三
二　

は
つ
せ
や
ま
い
り
あ
ひ
の
か
ね
の
お
と
ま
で
も
う
ち
し
め
り
た
る
さ
み
だ
れ

の
こ
ろ

【
校
異
】　

な
し

【
他
文
献
】　

『
老
若
五
十
首
歌
合
』
一
二
六
。
『
明
日
香
井
集
』
八
八
一
に
重
出
。

【
現
代
語
訳
】　

初
瀬
山
の
入
相
の
鐘
の
音
ま
で
が
、
湿
っ
た
感
じ
に
な
る
五
月
雨
の

頃
で
あ
る
。

【
語
釈
】

〇
は
つ
せ
や
ま
―
大
和
国
の
歌
枕
。
現
在
の
奈
良
県
桜
井
市
初
瀬
。

〇
い
り
あ
ひ
の
か
ね
―
日
没
の
頃
に
寺
で
つ
く
鐘
。
こ
こ
で
は
初
瀬
に
あ
る
長
谷
寺

の
鐘
。

【
補
説
】　

五
月
雨
の
季
節
で
湿
度
が
高
い
た
め
に
、
鐘
の
音
ま
で
が
湿
っ
た
よ
う
な

く
ぐ
も
っ
た
音
に
聞
こ
え
る
と
い
う
歌
。
音
か
ら
湿
度
を
感
じ
取
る
点
に
は
、
前
述

の
よ
う
に
聴
覚
に
よ
っ
て
自
然
を
捉
え
る
こ
と
に
一
つ
の
特
徴
を
持
つ
雅
経
ら
し
さ

が
あ
る
も
の
の
、
特
に
技
巧
な
ど
は
見
ら
れ
な
い
。
『
老
若
五
十
首
歌
合
』
に
は
、

既
に
詠
ん
で
い
た
こ
の
歌
を
入
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
雅
経
に
と
っ
て
あ
る
程
度
自

信
の
あ
る
作
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
「
神
ま
つ
る
卯
月
ま
ち
い
で
て
さ
く

花
の
枝
も
と
を
を
に
か
く
る
し
ら
ゆ
ふ
」（
藤
原
定
家
）と
番
え
ら
れ
て
負
け
て
い
る
。

な
お
、
同
歌
合
に
は
勝
負
付
は
あ
る
が
、
判
詞
は
な
い
。

三
三　

さ
み
だ
れ
の
日
か
ず
の
ほ
か
や
さ
を
し
か
の
つ
め
だ
に
ひ
ち
ぬ
や
ま
が
は
の

み
づ

【
校
異
】　

な
し

【
他
文
献
】　

な
し

【
現
代
語
訳
】　

五
月
雨
の
日
数
と
水
量
と
は
別
な
の
か
、
牡
鹿
の
爪
す
ら
つ
か
ら
な

い
ほ
ど
浅
い
、
山
川
の
水
で
あ
る
。

【
本
歌
】

さ
を
し
か
の
つ
め
だ
に
ひ
ち
ぬ
山
河
の
あ
さ
ま
し
き
ま
で
と
は
ぬ
君
か
な

（
『
拾
遺
集
』
巻
一
四
、
恋
四
、
八
八
〇
、
よ
み
人
し
ら
ず
）

【
語
釈
】

〇
日
か
ず
の
ほ
か
―
当
該
歌
以
前
の
作
例
は
な
く
、
解
し
に
く
い
。
日
数
と
は
別
の

意
で
、
梅
雨
入
り
し
て
か
ら
の
日
数
は
経
過
し
て
い
る
も
の
の
、
上
流
で
あ
る
山
中

の
川
の
水
量
は
増
し
て
い
な
い
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
と
解
し
た
。

○
つ
め
だ
に
ひ
ち
ぬ
―
爪
す
ら
つ
か
ら
な
い
。
「
ひ
つ
（
漬
つ
）
」
は
水
に
つ
か
る
意
。

【
補
説
】　

田
村
柳
壹
氏
は
、
本
百
首
の
本
歌
取
に
つ
い
て
、
「
勅
撰
集
所
載
歌
を
本

歌
と
し
た
作
品
を
み
て
先
ず
第
一
に
気
付
く
の
は
、
本
歌
か
ら
取
っ
た
句
の
位
置
・

分
量
と
い
う
点
か
ら
い
っ
て
、
本
歌
を
取
り
過
ぎ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
場
合
が

少
な
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
」
と
指
摘
し
、
当
該
歌
を
「
本
歌
か
ら
取
っ
た

句
の
位
置
を
変
化
さ
せ
て
は
い
る
も
の
の
、
本
歌
か
ら
三
句
そ
っ
く
り
取
り
用
い
て

い
る
歌
で
あ
る
」
と
述
べ
た
上
で
、
恋
か
ら
夏
へ
「
主
題
を
転
換
さ
せ
、
同
題
を
避

け
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
」
と
す
る
。
恋
歌
を
自
然
詠
に
転
じ

て
い
る
こ
と
と
関
わ
る
が
、
本
歌
で
は
「
浅
」
を
導
く
序
詞
で
あ
っ
た
「
さ
を
し
か

の
つ
め
だ
に
ひ
ち
ぬ
山
河
の
」
を
、
雅
経
歌
で
は
梅
雨
時
な
の
に
川
の
水
が
浅
い
と

い
う
実
景
と
し
て
詠
ん
で
い
る
。
次
の
三
四
も
川
を
詠
む
。

三
四　

う
ぢ
が
は
の
は
や
せ
に
め
ぐ
る
み
づ
ぐ
る
ま
そ
ら
よ
り
う
く
る
さ
み
だ
れ
の

こ
ろ
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【
校
異
】　

は
や
せ
に
め
ぐ
る
―
は
や
せ
に
く
る
（
書
Ａ
）

【
他
文
献
】　

な
し

【
現
代
語
訳
】　

宇
治
川
の
早
瀬
で
回
っ
て
い
る
水
車
が
、
空
か
ら
雨
水
を
受
け
て
い

る
五
月
雨
の
頃
で
あ
る
。

【
参
考
歌
】

は
や
き
せ
に
た
た
ぬ
ば
か
り
ぞ
み
づ
ぐ
る
ま
わ
れ
も
う
き
世
に
め
ぐ
る
と
を
し
れ

（
『
金
葉
集
』
三
奏
本
巻
九
、
雑
上
、
五
六
一
、
行
尊
・『
金
葉
集
』
二
度
本
巻
九
、
雑
上
、

五
六
一
）

さ
ゆ
る
夜
は
は
や
瀬
に
め
ぐ
る
を
し
か
も
の
こ
ほ
ら
ぬ
床
も
い
か
が
く
る
し
き

（
『
壬
二
集
』
六
四
）

【
語
釈
】

○
う
ぢ
が
は
―
山
城
国
の
歌
枕
。
琵
琶
湖
に
発
し
、
瀬
田
川
を
経
て
、
宇
治
市
域
を

流
れ
、
淀
川
と
な
る
。

○
は
や
せ
に
め
ぐ
る
―
「
は
や
せ
」
は
川
の
流
れ
が
浅
く
て
早
い
と
こ
ろ
。
「
は
や

せ
に
め
ぐ
る
」
と
い
う
表
現
の
作
例
は
、
当
該
歌
以
外
は
参
考
歌
欄
に
示
し
た
藤
原

家
隆
歌
に
し
か
見
ら
れ
な
い
。

○
み
づ
ぐ
る
ま
ー
水
力
で
回
る
車
。
米
な
ど
を
つ
く
。
和
歌
に
詠
ま
れ
る
例
は
少
な

く
、
勅
撰
集
で
は
参
考
歌
欄
に
示
し
た
一
首
だ
け
し
か
見
ら
れ
な
い
。
当
該
歌
に
先

行
す
る
作
例
は
、
八
例
ほ
ど
で
あ
る
。

【
補
説
】　

宇
治
川
の
早
い
流
れ
に
よ
っ
て
勢
い
よ
く
回
っ
て
い
る
水
車
に
、
五
月
雨

が
降
り
注
ぐ
景
を
詠
む
。
流
れ
が
早
い
の
は
、
三
三
と
は
対
照
的
に
梅
雨
も
原
因
の

ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。「
う
く
る
」と
い
う
語
か
ら
判
断
す
る
と
、

回
転
す
る
水
車
に
雨
水
が
吸
い
込
ま
れ
て
行
く
よ
う
に
見
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
つ
い
、
見
入
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
光
景
な
の
で
あ
ろ
う
。

三
五　

く
も
ま
よ
り
い
で
ぬ
日
か
げ
の
ほ
の
み
え
て
さ
て
し
も
は
れ
ぬ
さ
み
だ
れ
の

そ
ら

【
校
異
】　

な
し

【
他
文
献
】　

な
し

【
現
代
語
訳
】　

雲
に
隠
れ
て
出
て
こ
な
い
太
陽
が
、
雲
間
か
ら
か
す
か
に
見
え
て
、

そ
の
状
態
の
ま
ま
で
晴
れ
な
い
五
月
雨
の
空
で
あ
る
。

【
語
釈
】

○
く
も
ま
よ
り
―
雲
の
間
か
ら
。
「
ほ
の
み
え
て
」
に
か
か
る
。

○
い
で
ぬ
ひ
か
げ
―
姿
を
見
せ
な
い
太
陽
。
こ
の
表
現
の
作
例
は
当
該
歌
以
外
に
な

い
。

○
ほ
の
み
え
て
―
「
ほ
の
み
ゆ
（
仄
見
ゆ
）
」
は
か
す
か
に
見
え
る
意
。

○
さ
て
し
も
―
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
。

【
補
説
】　

雲
の
間
か
ら
ほ
ん
の
少
し
だ
け
太
陽
が
見
え
る
も
の
の
、
そ
の
状
態
が
続

き
、
一
向
に
晴
れ
な
い
梅
雨
空
を
詠
む
。
す
っ
き
り
し
な
い
梅
雨
時
ら
し
い
空
の
様

子
を
描
き
出
し
て
い
る
。
次
の
三
六
で
は
雲
間
の
月
を
詠
む
。

三
六　

さ
み
だ
れ
の
お
な
じ
く
も
ま
に
あ
き
を
見
て
ひ
と
り
は
れ
た
る
お
も
か
げ
の

月
【
校
異
】　

な
し

【
他
文
献
】　

な
し

【
現
代
語
訳
】　

五
月
雨
を
降
ら
せ
て
い
る
の
と
同
じ
雲
の
間
に
、
私
は
秋
を
感
じ
て
、

そ
の
面
影
の
月
だ
け
が
晴
れ
て
い
る
。

【
参
考
歌
】
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月
な
ら
で
あ
ま
の
河
原
の
こ
ほ
る
夜
や
お
な
じ
雲
ま
の
鏡
な
る
ら
ん

（
『
六
華
集
』
第
四
、
冬
、
一
三
六
三
、
藤
原
定
家
）

【
語
釈
】

○
お
な
じ
く
も
ま
に
―
今
現
在
五
月
雨
を
降
ら
せ
て
い
る
雲
と
同
じ
雲
の
間
に
。「
お

な
じ
く
も
ま
」
と
い
う
表
現
の
作
例
は
少
な
く
、
雅
経
と
同
時
代
歌
人
の
作
は
参
考

歌
欄
に
示
し
た
定
家
歌
し
か
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
定
家
歌
は
『
六
華
集
』
に
し
か

見
え
ず
、
詠
作
時
期
は
不
明
。

○
あ
き
を
見
て
―
解
し
に
く
い
が
、
結
句
の
「
お
も
か
げ
の
月
」
と
合
わ
せ
て
考
え
、

梅
雨
空
に
幻
想
の
秋
の
空
を
見
て
い
る
意
と
考
え
て
お
く
。

○
お
も
か
げ
の
月
―
「
お
も
か
げ
」
は
、
目
の
前
に
な
い
も
の
が
ま
る
で
存
在
す
る

か
の
よ
う
に
目
の
前
に
見
え
る
、
そ
の
あ
り
さ
ま
。
「
お
も
か
げ
の
＋
名
詞
」
に
つ

い
て
は
、
前
稿
九
歌
の
語
釈
を
参
照
さ
れ
た
い
。
「
お
も
か
げ
の
月
」
と
い
う
表
現

の
作
例
は
当
該
歌
以
前
に
は
な
く
、
そ
の
後
も
少
な
い
。

【
補
説
】　

梅
雨
空
に
秋
の
空
を
幻
視
し
、
そ
こ
に
は
現
実
に
は
見
え
な
い
月
が
晴
れ

て
い
る
と
い
う
歌
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ど
ん
よ
り
と
し
た
梅
雨
空
と
澄
ん
だ
秋
の
空

を
重
ね
る
の
は
い
さ
さ
か
唐
突
で
あ
ろ
う
。
次
の
三
七
か
ら
月
題
と
な
る
た
め
、
五

月
雨
の
中
に
秋
の
気
配
を
見
出
し
て
関
連
づ
け
た
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
五
月
雨

の
季
節
か
ら
秋
の
訪
れ
ま
で
は
ま
だ
日
数
が
あ
り
、
不
自
然
に
感
じ
ら
れ
る
。

　
　
　
　

月

三
七　

ほ
の
め
か
す
と
ば
た
の
い
な
葉
う
ち
な
び
き
つ
ゆ
に
か
げ
あ
る
ゆ
ふ
づ
く
よ

か
な

【
校
異
】　

な
し

【
他
文
献
】　

な
し

【
現
代
語
訳
】　

ほ
の
か
に
見
え
る
鳥
羽
田
の
稲
葉
が
な
び
き
、
葉
の
上
に
置
い
た
露

に
光
を
宿
し
て
い
る
夕
月
で
あ
る
よ
。

【
語
釈
】

○
ほ
の
め
か
す
―
和
歌
で
は
多
く
の
場
合
恋
歌
に
用
い
ら
れ
、
思
い
を
そ
れ
と
な
く

相
手
に
伝
え
る
意
だ
が
、
こ
こ
で
は
、
ほ
の
か
に
現
れ
る
意
の
「
ほ
の
め
く
」
の
他

動
詞
形
で
、
ほ
の
か
に
姿
を
見
せ
る
意
と
解
す
る
。
「
穂
」
を
掛
け
、「
稲
」
の
縁
語
。

○
と
ば
た
の
い
な
ば
―
「
と
ば
た
」
は
鳥
羽
あ
た
り
の
田
で
、
山
城
国
の
歌
枕
。
鳥

羽
は
、
現
在
の
京
都
市
伏
見
区
。
「
と
ば
た
の
い
な
ば
」
と
い
う
表
現
の
当
該
歌
以

前
の
作
例
は
な
い
。
当
該
歌
よ
り
後
に
は
、
後
鳥
羽
院
・
慈
円
ら
が
詠
ん
で
い
る
。

ま
た
、
雅
経
に
は
も
う
一
例
、
建
暦
二
年
（
一
二
一
二
）
五
月
の
『
内
裏
詩
歌
合
』

に
「
か
り
の
く
る
と
ば
た
の
い
な
ば
ほ
の
か
に
も
な
み
ぢ
く
れ
ゆ
く
よ
ど
の
河
ぎ
り
」

（
『
明
日
香
井
集
』
一
一
八
四
）
が
あ
る
。

○
ゆ
ふ
づ
く
よ
―
夕
方
空
に
か
か
っ
て
い
る
月
で
、
陰
暦
の
上
旬
の
月
。

【
補
説
】　

夕
方
に
な
っ
て
ほ
の
暗
い
た
め
、
は
っ
き
り
と
は
見
え
な
い
稲
葉
が
風
に

な
び
い
て
い
て
、
そ
の
稲
葉
に
置
い
た
夕
露
に
月
の
光
が
映
っ
て
い
る
と
い
う
景
を

描
く
。
夕
月
夜
で
あ
る
こ
と
か
ら
、こ
の
月
は
三
日
月
で
光
が
弱
い
と
考
え
ら
れ
る
。

薄
暗
い
中
で
、
露
に
映
っ
た
月
の
光
だ
け
が
輝
く
さ
ま
が
印
象
的
で
あ
る
。

三
八　

そ
れ
も
み
な
い
づ
べ
き
ほ
ど
の
あ
る
も
の
を
ま
つ
こ
ゝ
ろ
に
や
い
ざ
よ
ひ
の

月
【
校
異
】　

な
し

【
他
文
献
】　

な
し

【
現
代
語
訳
】　

月
に
は
皆
、
姿
を
現
す
は
ず
の
時
分
が
あ
る
の
に
、
十
六
夜
の
月
が

昇
る
こ
と
を
た
め
ら
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
は
、
月
の
出
を
待
つ
心
の
せ
い
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な
の
だ
ろ
う
か
。

【
参
考
歌
】

あ
さ
日
ま
つ
か
ず
に
い
る
身
ぞ
た
の
も
し
き
い
づ
べ
き
ほ
ど
は
は
る
か
な
れ
ど
も

（
『
唯
心
房
集
』
一
六
一
）

【
語
釈
】

○
そ
れ
も
み
な
―
「
そ
れ
」
は
月
を
指
す
。

○
い
づ
べ
き
ほ
ど
―
月
齢
に
よ
っ
て
、
月
の
出
の
時
分
が
決
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
い

う
。
こ
の
表
現
の
作
例
は
少
な
く
、
当
該
歌
以
前
に
は
参
考
歌
欄
に
示
し
た
寂
然
歌

に
し
か
見
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
内
容
面
で
の
関
わ
り
は
な
く
、
影
響
関
係
が
あ
る

か
は
不
明
。

○
い
ざ
よ
ひ
の
月
―
陰
暦
十
六
日
の
月
。
た
め
ら
う
意
の
「
い
ざ
よ
ひ
」
を
掛
け
る
。

【
補
説
】　

十
六
夜
の
月
の
出
を
、
今
か
今
か
と
待
つ
気
持
ち
を
詠
む
。
少
々
理
屈
っ

ぽ
い
歌
で
は
あ
る
が
、
待
っ
て
い
る
物
事
の
訪
れ
が
遅
く
感
じ
る
の
は
誰
に
で
も
経

験
の
あ
る
こ
と
で
、
詠
ま
れ
て
い
る
心
情
は
理
解
し
や
す
い
。

三
九　

し
か
ば
か
り
ま
つ
に
は
く
れ
ぬ
そ
ら
な
が
ら
い
づ
れ
ば
ふ
く
る
あ
き
の
よ
の

月
【
校
異
】　

な
し

【
他
文
献
】　

な
し

【
現
代
語
訳
】　

こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
待
っ
て
い
る
時
に
は
な
か
な
か
暮
れ
な
い
空
な
の

に
、
昇
れ
ば
す
ぐ
に
更
け
て
し
ま
う
秋
の
夜
の
月
で
あ
る
。

【
語
釈
】

○
し
か
ば
か
り
―
副
詞
で
、
こ
ん
な
に
ま
で
の
意
。

○
ま
つ
に
は
く
れ
ぬ
―
暮
れ
る
の
を
待
っ
て
い
る
時
に
は
な
か
な
か
暮
れ
な
い
。
当

該
歌
以
外
に
は
作
例
が
見
ら
れ
な
い
。

○
そ
ら
な
が
ら
―
空
で
あ
る
の
に
。
『
拾
玉
集
』
と
『
正
治
初
度
百
首
』
に
四
例
ず

つ
見
ら
れ
る
な
ど
、
新
古
今
歌
人
が
比
較
的
多
く
用
い
た
表
現
。

○
い
づ
れ
ば
ふ
く
る
―
月
が
昇
れ
ば
す
ぐ
に
夜
は
更
け
て
し
ま
う
。
こ
れ
も
他
に
作

例
が
見
ら
れ
な
い
。

【
補
説
】　

待
っ
て
い
る
間
は
長
く
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
点
で
、
三
八
と
類
似
の
発
想

の
歌
。
月
が
昇
る
の
を
待
っ
て
い
た
間
は
な
か
な
か
暮
れ
な
か
っ
た
の
に
、
月
が
昇

る
と
ず
っ
と
見
て
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
反
し
て
す
ぐ
に
夜
が
更
け
て
し
ま
う
よ

う
に
感
じ
る
心
情
を
平
明
に
表
現
し
て
い
る
。
「
ま
つ
に
は
く
れ
ぬ
」
と
「
い
づ
れ

ば
ふ
く
る
」
が
対
句
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
な
め
ら
か
な
調
子
を
生
ん
で
い
る
。

四
〇　

は
れ
や
ら
で
山
の
葉
た
か
く
成
り
に
け
り
雲
よ
り
い
づ
る
あ
き
の
よ
の
月

【
校
異
】　

な
し

【
他
文
献
】　

な
し

【
現
代
語
訳
】　

完
全
に
は
晴
れ
ず
雲
が
あ
る
た
め
に
山
の
端
が
高
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
そ
の
雲
か
ら
姿
を
見
せ
る
秋
の
夜
の
月
で
あ
る
。

【
本
歌
】

月
み
れ
ば
山
の
は
た
か
く
な
り
に
け
り
い
で
ば
と
い
ひ
し
人
に
み
せ
ば
や

（
『
後
拾
遺
集
』
巻
一
五
、
雑
一
、
八
五
六
、
江
侍
従
）

【
語
釈
】

〇
は
れ
や
ら
で
―
完
全
に
は
晴
れ
な
く
て
。
「
や
る
」
は
補
助
動
詞
で
、
動
作
を
し

終
え
る
意
を
表
す
。

○
山
の
葉
た
か
く
―
「
山
の
葉
」
は
「
山
の
端
」
で
山
の
稜
線
。
そ
れ
が
高
く
な
っ

た
と
は
、
ち
ょ
う
ど
稜
線
の
辺
り
に
雲
が
か
か
っ
て
い
る
た
め
に
、
い
わ
ば
山
が
か
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さ
上
げ
さ
れ
た
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。

○
雲
よ
り
い
づ
る
―
雲
が
か
か
っ
て
い
る
た
め
に
、
月
が
山
の
端
か
ら
昇
る
の
で
は

な
く
、
雲
か
ら
現
れ
る
こ
と
を
い
う
。
こ
の
表
現
の
作
例
は
少
な
い
が
、
『
拾
玉
集
』

に
三
例
見
ら
れ
る
。

【
補
説
】　

田
村
柳
壹
氏
は
、
こ
の
歌
を
三
三
歌
同
様
本
歌
を
取
り
過
ぎ
て
い
る
も
の

の
、
雑
か
ら
秋
へ
主
題
を
転
換
さ
せ
て
い
る
例
と
し
て
い
る
。
本
歌
か
ら
取
っ
た
の

は
「
山
の
は
た
か
く
な
り
に
け
り
」
で
、
本
歌
と
同
じ
第
二
句
・
第
三
句
に
置
い
て

い
る
た
め
、
取
り
過
ぎ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
本
歌
は
月
が
山
の
端
か

ら
離
れ
て
高
く
昇
っ
た
様
子
を
詠
ん
で
い
る
。
一
方
、
雅
経
歌
は
山
の
端
に
か
か
っ

た
雲
の
上
か
ら
現
れ
た
月
を
詠
ん
で
お
り
、
景
そ
の
も
の
が
異
な
っ
て
い
る
。
雅
経

は
本
歌
の
句
か
ら
、
「
か
さ
上
げ
さ
れ
た
山
の
端
」
と
い
う
情
景
を
着
想
し
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
雲
が
あ
る
ば
か
り
に
よ
り
高
く
昇
ら
な
い
と
月
を
見
ら
れ

ず
、
よ
う
や
く
姿
が
現
れ
た
喜
び
が
感
じ
ら
れ
る
。

四
一　

な
が
む
れ
ば
ふ
け
ゆ
く
ま
ゝ
に
雲
は
れ
て
月
す
み
は
つ
る
あ
き
か
ぜ
の
そ
ら

【
校
異
】　

な
が
む
れ
ば
ー
な
か
む
は
（
書
Ａ
）　

あ
き
か
ぜ
の
そ
ら
―
風
の
空
（
書
Ａ
）

【
他
文
献
】　

な
し

【
現
代
語
訳
】　

眺
め
て
い
る
と
、
更
け
て
行
く
に
つ
れ
て
雲
が
晴
れ
て
、
月
が
す
っ

か
り
澄
ん
だ
、
秋
風
の
吹
く
空
で
あ
る
。

【
本
歌
】

な
が
む
れ
ば
更
け
ゆ
く
ま
ま
に
雲
晴
れ
て
空
も
の
ど
か
に
す
め
る
月
か
な
（
『
金
葉

集
』
二
度
本
、
異
本
歌
、
六
七
七
〔
巻
三
、
秋
、
二
〇
一
の
次
〕
、
藤
原
忠
隆
）

【
参
考
歌
】

こ
こ
ろ
な
く
あ
ま
の
い
は
と
の
お
し
あ
け
て
月
す
み
は
て
ぬ
こ
や
の
池
水

（
『
出
観
集
』
四
一
六
）

月
き
よ
み
羽
う
ち
か
は
し
と
ぶ
雁
の
こ
ゑ
哀
な
る
秋
風
の
空

（
『
拾
遺
愚
草
』
六
八
四
・
『
玄
玉
集
』
巻
三
、
天
地
歌
下
、
一
八
一
）

【
語
釈
】

○
月
す
み
は
つ
る
―
「
月
す
み
は
つ
」
と
い
う
表
現
は
、
当
該
歌
以
外
は
参
考
歌
欄

に
示
し
た
覚
性
法
親
王
（
大
治
四
年
〔
一
一
二
九
〕
―
嘉
応
元
年
〔
一
一
六
九
〕
）

歌
に
し
か
見
ら
れ
な
い
。

○
あ
き
か
ぜ
の
そ
ら
―
当
該
歌
以
前
の
作
例
は
少
な
く
、
参
考
歌
欄
に
示
し
た
定
家

歌
な
ど
三
例
し
か
見
ら
れ
な
い
。

【
補
説
】　

田
村
柳
壹
氏
は
、
本
歌
を
取
り
過
ぎ
て
い
る
例
と
し
た
上
で
、
本
歌
が
「
『
澄

め
る
月
』
に
対
す
る
作
者
の
主
観
を
結
句
で
詠
嘆
表
現
と
し
た
作
」
で
あ
る
の
に
対

し
、
雅
経
歌
は
「
自
然
事
象
の
変
化
を
起
こ
さ
せ
た
原
因
と
し
て
の
『
秋
風
』
を
結

句
に
暗
示
的
に
表
現
し
て
い
る
」
、
「
作
者
の
主
観
を
表
現
の
上
に
直
叙
せ
ず
、
『
秋

風
の
空
』
と
体
言
止
め
に
し
て
余
情
的
表
現
に
よ
る
詠
嘆
と
し
て
い
る
」
と
述
べ
る
。

本
歌
か
ら
上
三
句
を
取
っ
て
お
り
、
澄
ん
だ
月
を
詠
む
点
も
本
歌
と
同
じ
で
、
異
な

る
の
は
「
秋
風
」
が
詠
ま
れ
る
点
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
歌
の
「
空
も
の
ど
か

に
」
は
風
の
な
い
穏
や
か
な
様
子
で
あ
る
が
、
雅
経
歌
は
、
田
村
氏
が
述
べ
る
よ
う

に
秋
風
が
吹
い
て
い
る
た
め
に
澄
み
き
っ
た
月
で
あ
る
点
が
異
な
る
。
ま
た
、
「
月

す
み
は
つ
」
「
あ
き
か
ぜ
の
そ
ら
」
と
い
う
作
例
が
少
な
い
表
現
を
用
い
た
こ
と
に

も
新
し
さ
が
あ
ろ
う
。

四
二　

あ
は
れ
に
も
た
も
と
に
や
ど
る
ひ
か
り
か
な
つ
き
や
な
さ
け
を
お
も
ひ
し
る

覧
【
校
異
】　

た
も
と
に
や
ど
る
―
た
も
と
や
と
る
（
書
Ａ
）
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【
他
文
献
】　

な
し

【
現
代
語
訳
】　

心
打
た
れ
る
こ
と
に
、
袂
に
宿
る
光
で
あ
る
よ
。
月
は
情
け
と
い
う

も
の
を
知
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

【
参
考
歌
】

は
ぎ
の
は
の
は
な
な
き
末
の
露
の
色
月
の
な
さ
け
は
猶
お
か
れ
け
り

（
『
拾
遺
愚
草
員
外
』
三
五
四
）

袖
に
ゐ
る
涙
の
つ
ゆ
を
た
よ
り
に
て
た
も
と
に
や
ど
る
秋
の
よ
の
月

（
『
拾
玉
集
』
三
四
七
）

【
語
釈
】

○
た
も
と
に
や
ど
る
―
袂
の
涙
の
露
に
、
月
の
光
が
宿
っ
て
い
る
意
。
作
例
は
少
な

く
、
当
該
歌
に
先
行
す
る
か
と
思
わ
れ
る
の
は
、
参
考
歌
欄
に
示
し
た
慈
円
歌
だ
け

で
あ
る
。

【
補
説
】　

露
に
宿
る
月
の
光
を
、
月
の
情
け
と
す
る
発
想
は
定
家
歌
と
共
通
し
て
お

り
、
こ
れ
か
ら
学
ん
だ
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
物
思
い
を
し
て
こ
ぼ
し
た
涙
の
露

に
月
が
映
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
月
の
思
い
や
り
を
感
じ
取
り
、
わ
ず
か
な
慰
め
を

得
て
い
る
と
い
う
平
明
な
作
。

四
三　

お
も
か
げ
を
な
に
ゝ
わ
す
れ
ん
秋
の
す
ゑ
な
が
め
な
れ
た
る
有
曙
の
つ
き

【
校
異
】　

な
し

【
他
文
献
】　

な
し

【
現
代
語
訳
】　

そ
の
面
影
を
何
に
よ
っ
て
忘
れ
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
秋
も
末
に

な
っ
て
眺
め
る
こ
と
に
慣
れ
た
有
明
の
月
で
あ
る
の
だ
か
ら
。

【
語
釈
】

○
お
も
か
げ
―
月
の
面
影
。
心
に
残
っ
て
い
て
思
い
出
さ
れ
る
月
の
様
子
。

○
秋
の
す
ゑ
―
新
古
今
歌
人
が
多
用
し
た
流
行
表
現
。
雅
経
も
他
に
二
首
に
用
い
て

い
る
（
『
明
日
香
井
集
』
一
〇
一
一
・
一
二
三
三
）
。

【
補
説
】　

下
三
句
に
よ
り
、
秋
の
間
中
、
毎
晩
の
よ
う
に
月
を
眺
め
て
い
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
月
の
姿
は
目
に
焼
き
付
い
て
い
る
と
月
へ
の
愛
着
を
詠
み
、

秋
が
去
っ
て
そ
の
月
を
見
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
、
ひ
い
て
は
秋
が
去
る
こ
と
を
惜
し

む
気
持
ち
を
歌
う
。

四
四　

お
も
ふ
こ
と
こ
れ
ぞ
た
が
は
ぬ
あ
き
の
月
我
ゆ
ゑ
は
る
ゝ
そ
ら
な
ら
ね
ど
も

【
校
異
】　

お
も
ふ
こ
と
―
早
事
（
書
Ｂ
）　

こ
れ
ぞ
た
が
は
ぬ
―
こ
れ
そ
な
か
は
ぬ

（
書
Ｂ
）

【
他
文
献
】　

な
し

【
現
代
語
訳
】　

こ
れ
が
私
が
思
っ
て
い
る
の
と
違
わ
な
い
秋
の
月
で
あ
る
。
私
の
た

め
に
晴
れ
て
い
る
空
で
は
な
い
け
れ
ど
。

【
語
釈
】

○
こ
れ
ぞ
た
が
は
ぬ
―
秋
の
月
と
し
て
自
分
が
思
い
描
い
て
い
る
の
と
寸
分
た
が
わ

ぬ
。
他
に
こ
の
表
現
の
作
例
は
な
い
。

○
わ
れ
ゆ
ゑ
は
る
ゝ
―
こ
れ
も
他
に
作
例
が
な
い
。

【
補
説
】　

自
分
が
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
通
り
の
澄
み
切
っ
て
美
し
い
月
を
見
る
こ
と

の
で
き
た
喜
び
を
歌
う
。
空
が
自
分
の
た
め
に
用
意
し
て
く
れ
た
わ
け
で
は
な
い
の

は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
言
い
た
い
ほ
ど
理
想
的
な
景
な

の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
澄
ん
で
美
し
い
月
で
あ
る
こ
と
は
わ
か
る
が
、
具
体
性
を

欠
く
。
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四
五　

む
ね
の
う
ち
に
た
の
み
も
ふ
か
き
月
よ
り
も
ま
づ
こ
ゝ
ろ
す
む
秋
の
よ
の
そ

ら【
校
異
】　

な
し

【
他
文
献
】　

な
し

【
現
代
語
訳
】　

胸
の
中
で
期
待
す
る
思
い
も
深
い
月
よ
り
も
、
眺
め
て
い
る
と
ま
ず

心
が
澄
ん
で
く
る
秋
の
夜
の
空
で
あ
る
。

【
参
考
歌
】

月
ゆ
ゑ
に
あ
ま
り
も
つ
く
す
心
か
な
お
も
へ
ば
つ
ら
し
秋
の
よ
の
空

（
『
拾
遺
愚
草
』
六
七
七
）

【
語
釈
】

○
た
の
み
も
ふ
か
き
―
「
た
の
み
」
は
期
待
す
る
こ
と
。
「
た
の
み
も
ふ
か
き
」
は

澄
ん
で
美
し
い
月
が
昇
る
こ
と
を
心
の
底
か
ら
期
待
す
る
意
。

○
秋
の
よ
の
そ
ら
―
参
考
歌
欄
に
示
し
た
定
家
歌
が
初
出
か
と
思
わ
れ
る
新
し

い
表
現
。
雅
経
は
当
該
歌
の
ほ
か
に
三
首
に
詠
ん
で
い
る
（
『
明
日
香
井
集
』

一
二
七
・
三
三
七
・
一
三
五
九
）
。

【
補
説
】　

月
の
出
を
待
っ
て
い
る
が
、
秋
の
夜
の
空
を
眺
め
て
い
る
と
、
澄
ん
だ
月

が
昇
る
よ
り
先
に
自
分
の
心
が
澄
ん
で
く
る
と
い
う
歌
。
月
が
出
て
い
な
く
て
も
、

さ
わ
や
か
な
秋
の
空
を
眺
め
て
い
る
だ
け
で
心
が
澄
む
と
い
う
点
に
新
し
さ
が
あ
ろ

う
か
。
し
か
し
、
月
題
で
あ
る
の
に
月
が
主
題
で
は
な
い
点
は
問
題
で
あ
ろ
う
。

紅
葉

四
六　

と
や
ま
よ
り
こ
ゝ
ろ
に
ふ
か
き
う
す
も
み
ぢ
し
ぐ
れ
の
お
く
の
お
も
ひ
や
ら

れ
て

【
校
異
】　

な
し

【
他
文
献
】　

な
し

【
現
代
語
訳
】　

外
山
を
見
る
だ
け
で
心
に
深
い
印
象
を
与
え
る
薄
紅
葉
で
あ
る
。
時

雨
が
降
っ
て
い
る
奥
の
紅
葉
は
さ
ぞ
鮮
や
か
で
あ
ろ
う
と
思
い
や
ら
れ
て
。

【
参
考
歌
】

山
め
ぐ
る
し
ぐ
れ
の
お
く
の
紅
葉
ば
の
い
く
千
し
ほ
と
か
こ
が
れ
は
つ
ら
ん

（
『
拾
遺
愚
草
』
一
五
四
七
）

【
語
釈
】

〇
と
や
ま
よ
り
―
「
と
や
ま
」
は
人
里
に
近
い
山
。
「
よ
り
」
は
動
作
の
出
発
点
を

あ
ら
わ
す
。
こ
こ
で
は
、
外
山
の
紅
葉
を
見
る
こ
と
を
出
発
点
と
し
て
、
そ
の
時
点

で
既
に
心
に
深
く
印
象
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。

〇
う
す
も
み
ぢ
―
完
全
に
は
紅
葉
し
て
お
ら
ず
、
う
っ
す
ら
と
色
づ
い
た
木
の
葉
。

新
古
今
時
代
に
作
例
が
増
加
し
た
語
。

〇
し
ぐ
れ
の
お
く
―
時
雨
が
降
っ
て
い
る
奥
。
「
と
や
ま
」
と
対
応
し
、
山
深
い
場

所
に
あ
る
紅
葉
。
「
し
ぐ
れ
の
お
く
」
と
い
う
表
現
の
作
例
は
、
当
該
歌
以
前
に
は

な
く
、
当
該
歌
よ
り
後
に
は
参
考
歌
欄
に
示
し
た
定
家
歌
に
一
例
だ
け
見
ら
れ
る

（
８
）

。

【
補
説
】　

人
里
近
い
山
で
は
ま
だ
紅
葉
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
頃
の
心
境
を
詠
む
。

外
山
の
う
っ
す
ら
と
色
づ
い
た
ば
か
り
の
紅
葉
で
も
心
惹
か
れ
、
時
雨
の
奥
の
紅
葉

は
さ
ぞ
色
鮮
や
か
で
あ
ろ
う
思
い
を
は
せ
る
。
「
深
き
」
と
「
薄
（
紅
葉
）
」
、「
外
山
」

（
８
）「
し
ぐ
れ
の
お
く
」
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、寺
島
恒
世
氏
に
「
歌
語
『
奥
』
考
」（
初
出
『
国

語
国
文
』
第
五
六
巻
、
第
一
〇
号
、
一
九
八
七
年
一
○
月
・
渡
部
泰
明
氏
編
『
秘
儀
と
し
て
の
和
歌

―
行
為
と
場
』〔
一
九
九
五
年
一
一
月
、
有
精
堂
出
版
〕
所
収
）
が
あ
る
。
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と
「
奥
」
と
い
う
語
の
対
応
が
見
ら
れ
、
紅
葉
の
色
彩
の
濃
淡
や
景
の
奥
行
き
を
感

じ
さ
せ
る
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

四
七　

か
は
り
ゆ
く
す
そ
の
ゝ
は
ぎ
の
し
た
葉
よ
り
こ
ず
ゑ
に
つ
づ
く
秋
の
い
ろ
か

な【
校
異
】　

な
し

【
他
文
献
】　

な
し

【
現
代
語
訳
】　

変
わ
っ
て
行
く
裾
野
の
萩
の
下
葉
か
ら
梢
へ
と
続
く
、
秋
の
色
で
あ

る
よ
。

【
語
釈
】

〇
か
は
り
ゆ
く
―
変
わ
っ
て
行
く
の
は
、
裾
野
の
萩
の
下
葉
の
色
。
次
第
に
紅
葉
し

て
行
く
こ
と
を
い
う
。

〇
こ
ず
ゑ
に
つ
づ
く
―
ま
ず
萩
の
下
葉
が
、
続
い
て
木
々
の
梢
が
紅
葉
し
て
行
く
。

【
補
説
】　

裾
野
の
萩
の
下
葉
が
徐
々
に
色
づ
き
、
続
い
て
木
々
の
梢
も
紅
葉
し
て
い

く
様
を
、
秋
の
色
が
萩
の
下
葉
か
ら
梢
に
続
く
と
表
現
し
た
。
紅
葉
の
範
囲
が
少
し

ず
つ
広
が
り
、
や
が
て
一
帯
が
赤
く
染
ま
る
と
い
う
平
面
で
の
拡
大
と
、
萩
の
下
葉

か
ら
木
々
の
梢
へ
と
い
う
下
か
ら
上
へ
の
立
体
的
な
拡
大
の
両
方
が
感
じ
取
ら
れ

る
。

四
八　

よ
そ
に
だ
に
見
で
や
は
す
ぎ
し
は
ゝ
そ
は
ら
き
り
の
う
ち
ま
で
お
も
ひ
い
る

覧
【
校
異
】　

な
し

【
他
文
献
】　

な
し

【
現
代
語
訳
】　

遠
く
か
ら
で
も
見
な
い
で
通
り
過
ぎ
た
な
ど
と
い
う
こ
と
が
あ
ろ
う

か
。
柞
の
黄
葉
を
深
く
思
っ
て
、
霧
の
中
ま
で
入
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。

【
語
釈
】

〇
よ
そ
に
だ
に
見
で
や
は
す
ぎ
し
―
解
し
に
く
い
。
「
や
は
」
は
反
語
の
意
に
用
い

ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、こ
こ
で
も
反
語
と
解
さ
れ
る
。
「
見
で
や
は
す
ぎ
し
」と
し
て
、

見
ず
に
通
り
過
ぎ
た
こ
と
な
ど
な
い
意
と
解
釈
し
た
が
、『
新
編
国
歌
大
観
』で
は
「
見

て
や
は
す
ぎ
じ
」
と
す
る
。
こ
れ
な
ら
ば
、
見
て
通
り
過
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
は
な

い
だ
ろ
う
の
意
と
に
な
り
、
文
脈
上
不
自
然
な
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ら
れ
る
。

〇
は
ゝ
そ
は
ら
―
「
は
は
そ
」
は
ク
ヌ
ギ
・
コ
ナ
ラ
な
ど
ブ
ナ
科
の
落
葉
樹
の
総
称
。

黄
褐
色
に
紅
葉
す
る
。

○
お
も
ひ
い
る
覧
―
「
お
も
ひ
い
る
」
は
深
く
思
っ
て
入
る
意
、「
覧
」
は
助
動
詞
「
ら

む
」
で
現
在
推
量
。

【
補
説
】　

黄
葉
し
た
柞
原
に
惹
か
れ
る
思
い
を
歌
っ
た
作
で
あ
る
が
、
解
し
に
く
い
。

第
二
句
「
て
」
と
「
し
」
が
濁
音
か
清
音
か
判
断
し
づ
ら
い
。
「
し
」
と
す
る
と
過

去
の
助
動
詞
「
き
」
の
連
体
形
、「
じ
」
と
す
る
と
打
消
し
推
量
と
な
る
が
、
結
句
「
ら

ん
」
は
現
在
推
量
で
、
時
制
に
齟
齬
が
生
じ
る
。
あ
る
い
は
「
ら
ん
」
は
原
因
推
量

で
、
ど
う
し
て
霧
の
中
ま
で
深
く
思
っ
て
入
っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
の
意
か
。

四
九　

秋
や
ま
の
い
ろ
を
こ
ゝ
ろ
に
そ
め
か
へ
て
な
が
め
す
て
ゝ
き
み
ね
の
し
ら
雲

【
校
異
】　

な
し

【
他
文
献
】　

な
し

【
現
代
語
訳
】　

秋
山
の
紅
葉
し
た
色
を
自
分
の
心
に
染
め
移
し
て
、
物
思
い
に
沈
ん

で
峰
の
白
雲
を
眺
め
る
こ
と
は
や
め
た
。

【
参
考
歌
】
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あ
き
よ
た
だ
な
が
め
す
て
て
も
い
で
な
ま
し
こ
の
さ
と
の
み
の
ゆ
ふ
べ
と
お
も
は
ば

（
『
続
古
今
集
』
巻
四
、
秋
上
、
三
五
八
、
藤
原
定
家
・『
六
百
番
歌
合
』
三
八
三
・『
拾

遺
愚
草
』
八
三
二
）

【
語
釈
】

〇
秋
や
ま
の
い
ろ
を
こ
ゝ
ろ
に
そ
め
か
へ
て
―
「
秋
や
ま
の
い
ろ
」
は
紅
葉
の
赤
色
。

「
こ
ゝ
ろ
に
そ
め
か
へ
て
」
は
紅
葉
の
赤
色
を
心
に
焼
き
付
け
る
こ
と
。
結
句
の
「
み

ね
の
し
ら
雲
」
の
白
か
ら
赤
へ
染
め
変
え
た
。

〇
な
が
め
す
て
ゝ
き
―
物
思
い
に
沈
ん
で
眺
め
る
こ
と
を
や
め
た
。
こ
こ
で
切
れ
て

四
句
切
。
「
な
が
め
す
つ
」
と
い
う
表
現
の
当
該
歌
以
前
の
作
例
は
、
参
考
歌
欄
に

示
し
た
定
家
歌
に
し
か
見
ら
れ
な
い
。

【
補
説
】　

「
な
が
め
す
て
ゝ
き
」
と
い
う
強
い
表
現
が
印
象
に
残
る
作
。
物
思
い
に

沈
ん
で
峰
の
白
雲
を
眺
め
て
い
た
が
、
紅
葉
の
赤
へ
と
心
を
染
め
変
え
た
と
、
色
々

な
思
い
を
振
り
捨
て
た
心
情
を
比
喩
的
に
描
く
。
旅
の
途
次
で
、
迷
い
躊
躇
し
て
い

た
が
、
そ
れ
を
振
り
切
っ
て
ま
た
出
立
す
る
様
子
と
も
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

五
〇　

の
こ
る
べ
き
秋
の
か
た
み
の
た
め
な
れ
や
ま
だ
あ
を
ば
な
る
枝
の
ひ
と
む
ら

【
校
異
】　

な
し

【
他
文
献
】　

な
し

【
現
代
語
訳
】　

秋
が
過
ぎ
た
後
も
残
る
で
あ
ろ
う
形
見
の
た
め
な
の
だ
ろ
う
か
、
ま

だ
青
葉
の
、
枝
の
一
叢
で
あ
る
。

【
本
歌
】

唐
錦
枝
に
ひ
と
む
ら
の
こ
れ
る
は
秋
の
か
た
み
を
た
た
ぬ
な
り
け
り

（
『
拾
遺
集
』
巻
四
、
冬
、
二
二
〇
、
遍
照
）

み
や
こ
に
は
ま
だ
青
葉
に
て
み
し
か
ど
も
も
み
ぢ
ち
り
し
く
白
川
の
せ
き

（
『
千
載
集
』
巻
五
、
秋
下
、
三
六
五
、
源
頼
政
）

【
語
釈
】

〇
ま
だ
あ
を
ば
な
る
枝
の
ひ
と
む
ら
―
紅
葉
せ
ず
、
ま
だ
青
葉
の
ま
ま
の
ひ
と
か
た

ま
り
の
葉
が
枝
に
あ
る
こ
と
。

【
補
説
】　

田
村
柳
壹
氏
は
、
当
該
歌
を
「
二
首
の
歌
を
本
歌
に
す
る
と
い
う
詠
み
方

も
試
み
て
い
る
」
例
に
挙
げ
、
「
雅
経
詠
は
、
発
想
の
上
で
は
（
Ａ
）
〔
遍
照
歌
…
稿

者
注
〕
の
歌
に
依
拠
し
て
、
す
っ
か
り
紅
葉
し
た
木
々
の
中
に
あ
っ
て
、
ま
だ
枝
に

一
群
だ
け
残
る
青
葉
は
冬
に
な
っ
た
時
に
秋
の
形
見
と
な
る
た
め
の
も
の
で
あ
ろ
う

か
と
し
、
本
歌
の
季
節
を
移
行
す
る
こ
と
で
趣
向
上
に
新
味
を
加
え
、
更
に
（
Ｂ
）〔
頼

政
歌
…
稿
者
注
〕
の
歌
か
ら
『
ま
だ
青
葉
に
て
』
を
取
り
、
こ
れ
を
『
ま
だ
青
葉
な

る
枝
の
ひ
と
む
ら
』と
い
う
秀
句
的
表
現
と
し
て
い
る
。（
Ａ
）が
冬
に
な
っ
て
も
残
っ

て
い
る
『
紅
葉
』
に
趣
向
上
の
珍
し
さ
を
求
め
た
だ
け
で
あ
る
の
に
対
し
、
雅
経
詠

は
秋
の
『
紅
葉
』
の
中
に
一
群
だ
け
残
る
『
青
葉
』
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

冬
に
な
っ
て
も
一
群
残
る
『
紅
葉
』
を
詠
ん
だ
本
歌
の
世
界
へ
と
想
像
を
及
ぼ
さ
せ

る
と
い
う
表
現
を
と
っ
て
お
り
、
以
上
の
点
で
新
し
さ
の
あ
る
歌
で
あ
る
と
言
え
よ

う
。
」
と
述
べ
る
。
雅
経
は
本
歌
取
を
す
る
際
、
本
歌
か
ら
時
期
を
ず
ら
し
て
詠
む

方
法
を
複
数
回
試
み
て
お
り
、
こ
こ
も
そ
の
一
例
と
考
え
ら
れ
る

（
９
）

。

（
９
）

こ
の
よ
う
な
詠
み
方
は
、『
鳥
羽
百
首
』
に
お
い
て
、
前
稿
の
範
囲
内
に
は
な
い
が
、
本
稿
で
は
ほ

か
に
五
一
・
五
六
・
五
八
・
五
九
が
類
似
の
例
。
そ
れ
ぞ
れ
の
補
説
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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五
一　

お
も
へ
ど
も
い
ろ
は
み
や
こ
に
と
ほ
け
れ
ば
あ
だ
ち
の
ま
ゆ
み
お
と
に
の
み

こ
そ

【
校
異
】　

な
し

【
他
文
献
】　

な
し

【
現
代
語
訳
】　

想
像
し
て
も
、
そ
の
色
は
都
か
ら
遠
く
て
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

で
、
安
達
の
檀
の
紅
葉
は
評
判
に
聞
く
ば
か
り
で
あ
る
。

【
本
歌
】

せ
き
こ
ゆ
る
人
に
と
は
ば
や
み
ち
の
く
の
あ
だ
ち
の
ま
ゆ
み
も
み
ぢ
し
に
き
や

（
『
金
葉
集
』
三
奏
本
、
巻
三
、
秋
、
二
四
四
、
藤
原
頼
宗
・
『
詞
花
集
』
巻
三
、
秋
、

一
三
〇
・
『
入
道
右
大
臣
集
』
九
）

【
語
釈
】

〇
い
ろ
は
み
や
こ
に
と
ほ
け
れ
ば
―
安
達
は
都
か
ら
遠
い
た
め
、
紅
葉
の
色
を
想
像

す
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
意
。
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
「
い
ろ
」
と
結
句
の
聞
こ
え

て
く
る
「
お
と
」
と
が
対
比
さ
れ
て
い
る
。

〇
あ
だ
ち
の
ま
ゆ
み
―
「
あ
だ
ち
」
は
陸
奥
国
の
歌
枕
。
現
在
の
福
島
県
二
本
松
市

の
あ
た
り
。
「
あ
だ
ち
の
ま
ゆ
み
」
は
安
達
産
の
檀
の
木
で
作
っ
た
弓
を
い
う
こ
と

が
多
い
が
、
こ
こ
で
は
安
達
原
に
生
え
て
い
る
檀
。
檀
は
ニ
シ
キ
ギ
科
の
落
葉
樹
。

た
だ
し
、
結
句
「
お
と
」
は
矢
を
射
る
時
の
弓
の
音
を
連
想
さ
せ
る
か
。
「
ま
ゆ
み
」

と
「
音
」
を
と
も
に
詠
み
こ
ん
だ
作
は
他
に
見
ら
れ
な
い
。

【
補
説
】　

当
該
歌
以
前
に
安
達
の
檀
を
弓
と
し
て
で
は
な
く
植
物
と
し
て
、
紅
葉
を

詠
ん
だ
の
は
「
せ
き
こ
ゆ
る
」
歌
し
か
な
く
、
こ
れ
を
本
歌
と
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
と
も
に
安
達
が
遠
い
た
め
、
紅
葉
を
実
地
で
見
る
こ
と
が
で
き

な
い
心
情
を
歌
う
。
「
せ
き
こ
ゆ
る
」
歌
で
は
紅
葉
し
た
か
否
か
が
気
に
な
る
の
で

旅
人
に
た
ず
ね
た
い
と
詠
む
が
、
当
該
歌
は
そ
の
後
の
様
子
を
詠
ん
だ
と
も
解
さ
れ
、

既
に
紅
葉
し
た
と
い
う
評
判
を
聞
い
て
想
像
を
め
ぐ
ら
せ
る
思
い
を
詠
む
。

五
二　

ち
り
つ
も
る
こ
と
を
か
ね
て
や
た
に
が
は
の
か
げ
よ
り
う
つ
す
み
ね
の
も
み

ぢ
葉

【
校
異
】　

な
し

【
他
文
献
】　

な
し

【
現
代
語
訳
】　

散
り
積
も
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
知
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
谷
川

の
物
蔭
か
ら
水
面
に
姿
を
映
し
て
い
る
峰
の
紅
葉
で
あ
る
。

【
語
釈
】

〇
か
ね
て
や
―
「
か
ね
て
」
は
あ
ら
か
じ
め
、
の
意
。
こ
の
句
が
か
か
る
語
が
示
さ

れ
て
い
な
い
。

【
補
説
】　

谷
川
の
水
面
に
紅
葉
が
映
っ
て
い
る
様
子
を
、
紅
葉
が
い
ず
れ
は
自
分
が

散
っ
て
河
面
を
覆
う
こ
と
を
知
っ
て
い
て
、
そ
の
先
取
り
と
し
て
意
図
的
に
姿
を
映

し
て
い
る
か
の
よ
う
に
捉
え
た
理
知
的
な
作
。

五
三　

あ
は
れ
さ
て
こ
れ
は
か
ぎ
り
の
い
ろ
な
れ
や
秋
も
す
ゑ
ば
の
は
じ
の
む
ら
だ

ち【
校
異
】　

な
し

【
他
文
献
】　

な
し

【
現
代
語
訳
】　

あ
あ
、
そ
れ
で
は
こ
れ
が
最
後
の
色
な
の
だ
ろ
う
か
、
秋
も
末
に
な
っ

て
末
葉
が
紅
葉
し
て
い
る
櫨
の
群
立
ち
で
あ
る
。

【
参
考
歌
】

な
が
む
べ
き
秋
も
す
ゑ
ば
に
な
り
ゆ
け
ば
心
ぼ
そ
し
や
あ
り
あ
け
の
月

（
『
唯
心
房
集
』
一
〇
八
）
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【
語
釈
】

〇
こ
れ
は
か
ぎ
り
―
こ
れ
が
最
後
。
間
も
な
く
秋
が
去
り
、
紅
葉
が
散
り
果
て
る
直

前
の
景
。

〇
秋
も
す
ゑ
ば
の
―
「
末
」
は
「
（
秋
も
）
末
」
と
「
末
（
葉
）
」
を
掛
け
る
。
「
末
葉
」

は
草
木
の
末
端
の
葉
。
「
秋
も
す
ゑ
ば
」
と
い
う
表
現
の
作
例
は
少
な
く
、
当
該
歌

以
前
に
は
参
考
歌
欄
に
示
し
た
寂
然
歌
に
し
か
見
ら
れ
な
い
。

〇
は
じ
の
む
ら
だ
ち
―
「
は
じ
」
は
ヤ
マ
ハ
ゼ
。
ウ
ル
シ
科
の
落
葉
小
高
木
。
秋
の

紅
葉
が
美
し
い
。
「
む
ら
だ
ち
」
は
一
群
に
な
っ
て
立
つ
こ
と
。
杉
や
松
な
ど
に
用

い
る
こ
と
が
多
く
、
「
は
じ
の
む
ら
だ
ち
」
の
作
例
は
当
該
歌
以
前
に
は
な
く
、
そ

の
後
も
一
例
に
し
か
見
ら
れ
な
い
。

【
補
説
】　

秋
の
末
、
他
の
紅
葉
は
皆
散
っ
て
し
ま
っ
た
中
で
、
一
群
の
櫨
の
紅
葉
し

た
末
葉
だ
け
が
残
っ
て
い
る
景
を
詠
む
。
散
り
残
っ
た
紅
葉
を
見
つ
け
、
行
く
秋
を

惜
し
む
気
持
ち
を
詠
む
。

五
四　

お
も
ふ
よ
り
か
ね
て
か
つ
ち
る
な
が
め
か
な
た
つ
た
の
や
ま
の
秋
か
ぜ
の
い

ろ【
校
異
】　

な
し

【
他
文
献
】　

な
し

【
現
代
語
訳
】　

立
田
の
山
の
秋
風
が
紅
葉
を
吹
き
散
ら
す
赤
い
色
を
思
う
と
、
実
際

に
散
る
よ
り
先
に
散
り
始
め
る
眺
め
で
あ
る
よ
。

【
本
歌
】

さ
く
ら
ば
な
さ
か
ば
ち
り
な
ん
と
お
も
ふ
よ
り
か
ね
て
も
か
ぜ
の
い
と
は
し
き
か
な

（
『
後
拾
遺
集
』
巻
一
、
春
上
、
八
一
、
永
源
）

【
語
釈
】

〇
お
も
ふ
よ
り
―
上
句
と
下
句
が
倒
置
に
な
っ
て
い
る
と
解
し
た
。
従
っ
て
、
「
お

も
ふ
」
の
は
「
た
つ
た
の
や
ま
の
秋
か
ぜ
の
い
ろ
」
。

〇
か
ね
て
か
つ
ち
る
―
「
か
ね
て
」
は
前
も
っ
て
の
意
。
「
か
つ
」
も
事
前
に
の
意
で
、

ほ
ぼ
同
義
の
語
を
重
ね
た
。

〇
な
が
め
か
な
―
新
古
今
時
代
に
流
行
し
た
表
現
。
特
に
雅
経
と
慈
円
に
多
く
、
と

も
に
六
首
に
用
い
て
い
る
。
雅
経
の
作
例
は
、
当
該
歌
の
ほ
か
、『
明
日
香
井
集
』
六
○
・

九
一
・
八
四
九
・
八
六
二
・
一
五
九
六
で
、
本
百
首
に
三
例
と
集
中
し
て
い
る
。

〇
た
つ
た
の
や
ま
―
大
和
国
の
歌
枕
。
現
在
の
奈
良
県
生
駒
郡
三
郷
町
と
大
阪
府
と

の
境
に
あ
る
山
。
紅
葉
の
名
所
。

〇
秋
か
ぜ
の
い
ろ
―
秋
風
が
紅
葉
を
吹
き
散
ら
し
て
い
る
赤
い
色
。
当
該
歌
以
前
に

は
作
例
が
な
い
。

【
補
説
】　

田
村
柳
壹
氏
は
、
「
本
歌
の
趣
向
を
拡
張
・
深
化
さ
せ
な
が
ら
一
首
を
構

成
し
つ
つ
、
秀
句
的
表
現
を
開
拓
し
て
い
る
歌
」
の
例
に
挙
げ
、
「
た
つ
た
の
や
ま

の
秋
か
ぜ
の
い
ろ
」
を
秀
句
的
表
現
と
指
摘
し
、
「
本
歌
が
や
が
て
桜
花
を
散
ら
せ

る
『
風
』
を
『
い
と
は
し
き
』
も
の
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
雅
経
詠
は
紅
葉
の
散

る
こ
と
に
つ
い
て
の
作
者
の
主
観
を
直
叙
せ
ず
、
視
覚
的
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
『
秋

風
の
色
』
に
よ
っ
て
、
や
が
て
散
る
で
あ
ろ
う
紅
葉
の
状
景
を
想
像
す
る
と
い
う
詠

み
方
を
し
て
お
り
」
「
言
わ
ば
、
心
の
眼
で
見
て
い
る
が
ご
と
き
表
現
と
し
て
い
る
」

と
述
べ
て
お
り
、
首
肯
さ
れ
る
。
季
節
の
変
化
を
先
取
り
す
る
詠
法
は
三
六
・
五
二

に
も
見
ら
れ
た
が
、
い
ず
れ
か
ら
も
去
る
季
節
を
惜
し
む
心
情
は
読
み
取
れ
な
い
。

当
該
歌
で
も
、
紅
葉
が
散
る
こ
と
を
惜
し
む
気
持
ち
は
感
じ
ら
れ
ず
、
想
像
の
中
で

の
風
に
舞
う
紅
葉
の
美
し
さ
が
印
象
に
残
る
。
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雪

五
五　

む
ら
し
ぐ
れ
あ
と
よ
り
は
れ
し
山
の
は
の
や
が
て
く
も
る
や
ゆ
き
げ
な
る
ら

ん
【
校
異
】　

な
し

【
他
文
献
】　

な
し

【
現
代
語
訳
】　

村
時
雨
が
降
っ
た
後
晴
れ
た
山
の
端
が
す
ぐ
に
ま
た
曇
る
の
は
、
雪

模
様
な
の
だ
ろ
う
。

【
語
釈
】

○
む
ら
し
ぐ
れ
―
ひ
と
し
き
り
強
く
降
っ
て
通
り
過
ぎ
る
時
雨
。

○
や
が
て
く
も
る
―
す
ぐ
に
ま
た
曇
る
。
こ
の
表
現
を
用
い
た
歌
は
当
該
歌
以
外
に

に
な
い
。

○
ゆ
き
げ
な
る
ら
ん
―
「
ゆ
き
げ
」
は
「
雪
気
」
で
、
雪
が
降
り
だ
し
そ
う
な
空
模

様
の
意
。

【
補
説
】　

気
象
の
変
化
を
詠
む
が
、
村
時
雨
、
晴
れ
、
曇
る
、
雪
気
と
素
材
を
詰
め

込
み
過
ぎ
て
お
り
、
変
化
を
た
ど
る
こ
と
に
終
始
し
て
い
る
。
同
様
の
例
は
、
『
明

日
香
井
集
』
一
三
四
・
一
九
六
・
二
五
二
に
も
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
建
仁
元
年

（
一
二
○
一
）
ま
で
に
詠
ま
れ
た
も
の
で
、
建
久
九
年
（
一
一
九
八
）
か
ら
承
久
三

年
（
一
二
二
一
）
ま
で
二
四
年
間
続
く
雅
経
の
歌
歴
の
初
期
の
作
に
限
ら
れ
る
。

五
六　

あ
さ
と
あ
く
る
な
が
め
は
し
も
の
心
ち
し
て
ま
づ
に
は
な
ら
す
う
す
ゆ
き
の

い
ろ

【
校
異
】　

ま
づ
に
は
な
ら
す
―
松
に
は
な
ら
す
（
書
Ａ
）

【
他
文
献
】　

な
し

【
現
代
語
訳
】　

冬
の
朝
、
戸
を
開
け
る
と
眺
め
は
霜
が
置
い
た
よ
う
な
感
じ
が
し
て
、

ま
ず
庭
を
慣
れ
さ
せ
て
い
る
薄
雪
の
色
で
あ
る
。

【
参
考
歌
】

ひ
と
と
せ
を
な
が
め
つ
く
せ
る
あ
さ
戸
い
で
に
薄
雪
こ
ほ
る
さ
び
し
さ
の
は
て

（
『
拾
遺
愚
草
』
八
四
六
・
『
六
百
番
歌
合
』
五
四
七
）

【
語
釈
】

○
あ
さ
と
あ
く
る
―
「
あ
さ
と
」
は
、
朝
、
起
き
て
開
け
る
戸
。

○
な
が
め
は
し
も
の
心
ち
し
て
―
庭
が
ま
る
で
霜
に
覆
わ
れ
た
か
の
よ
う
な
眺
め
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。「
な
が
め
は
し
も
の
」と
い
う
表
現
は
他
に
見
ら
れ
な
い
。

○
ま
づ
に
は
な
ら
す
―
「
な
ら
す
」
は
「
慣
ら
す
」
で
慣
れ
さ
せ
る
意
。
雪
が
う
っ

す
ら
と
庭
を
覆
う
こ
と
か
ら
始
め
、
い
ず
れ
は
一
面
を
銀
世
界
に
し
て
い
く
、
そ
の

第
一
歩
。
う
っ
す
ら
と
白
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
雪
が
積
も
っ
た
の
で
は
な
く
、
霜

が
置
い
た
よ
う
に
見
え
る
。
「
ま
づ
に
は
な
ら
す
」
「
に
は
な
ら
す
」
と
も
に
他
に
作

例
は
な
い
。

○
う
す
ゆ
き
の
い
ろ
―
雪
が
う
っ
す
ら
と
地
面
を
覆
っ
た
白
い
色
。
他
に
作
例
は
な

い
。

【
補
説
】　

う
っ
す
ら
と
地
面
を
覆
っ
た
雪
景
色
が
、
雪
が
少
な
い
た
め
に
霜
が
置
い

た
よ
う
に
見
え
る
と
い
う
作
。「
ま
づ
に
は
な
ら
す
」
に
よ
り
、
地
面
だ
け
が
白
く
な
っ

て
い
て
、
他
の
物
に
は
ま
だ
積
も
っ
て
い
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
本
格
的
な
雪
の

季
節
を
迎
え
る
前
の
初
冬
の
景
を
描
い
て
い
る
。

田
村
柳
壹
氏
は
、
参
考
歌
欄
に
示
し
た
定
家
歌
を
挙
げ
、
「
雅
経
は
本
百
首
詠
作

以
前
に
『
六
百
番
歌
合
』
を
披
見
し
、
こ
れ
を
学
ぶ
機
会
が
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
」と
述
べ
る
。
雅
経
の
念
頭
に
は
、
定
家
歌
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
も
に
朝
、
戸
を
開
け
て
発
見
し
た
薄
雪
を
詠
む
が
、
定
家
歌
の
一
年
も
終
わ
り
に

近
い
頃
の
凍
っ
た
薄
雪
を
、
雅
経
歌
で
は
初
冬
の
お
そ
ら
く
は
初
雪
に
転
じ
て
い
る
。

雅
経
の
『
六
百
番
歌
合
』
摂
取
に
つ
い
て
は
三
一
で
も
指
摘
し
た
。
田
村
氏
が
検
討
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し
て
い
る
の
は
『
鳥
羽
百
首
』
の
み
で
あ
る
が
、
ほ
か
に
『
正
治
後
度
百
首
』
に
五

例
（
『
明
日
香
井
集
』
一
○
二
・
一
二
二
・
一
二
四
・
一
四
六
・
一
七
六
）
、
『
千
五
百
番

歌
合
』
に
二
例
（
同
二
三
五
・
二
八
三
）
、『
建
保
四
年
院
百
首
』
に
一
例
（
同
七
七
○
）

見
ら
れ
、
約
二
○
年
に
わ
た
っ
て
、
雅
経
は
『
六
百
番
歌
合
』
か
ら
摂
取
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。

五
七　

わ
け
な
れ
し
こ
の
葉
の
う
へ
に
雪
つ
み
て
あ
と
た
え
は
つ
る
秋
の
ふ
る
さ
と

【
校
異
】　

な
し

【
他
文
献
】　

な
し

【
現
代
語
訳
】　

分
け
て
行
く
こ
と
に
慣
れ
て
い
た
木
の
葉
の
上
に
雪
が
降
り
積
も
っ

て
、
往
来
の
跡
が
す
っ
か
り
絶
え
た
秋
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
。

【
参
考
歌
】

ふ
か
く
さ
の
う
づ
ら
の
と
こ
も
け
ふ
よ
り
や
い
と
ど
む
な
し
き
秋
の
ふ
る
さ
と

（
『
秋
篠
月
清
集
』
五
三
九
）

こ
ろ
も
う
つ
そ
で
に
く
だ
く
る
し
ら
つ
ゆ
の
ち
ぢ
に
か
な
し
き
秋
の
ふ
る
さ
と

（
『
秋
篠
月
清
集
』
六
五
五
）

【
語
釈
】

○
わ
け
な
れ
し
―
冬
に
な
る
ま
で
は
、
木
々
を
分
け
て
行
き
来
す
る
こ
と
に
慣
れ
て

い
た
。

○
秋
の
ふ
る
さ
と
―
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
っ
た
秋
に
と
っ
て
の
故
郷
。

【
補
説
】　

田
村
柳
壹
氏
は
、
三
一
歌
の
補
説
で
引
用
し
た
、
雅
経
が
新
風
歌
人
の

作
か
ら
表
現
を
摂
取
し
た
例
の
一
つ
と
し
て
当
該
歌
と
参
考
歌
欄
に
示
し
た
良
経

歌
二
首
を
挙
げ
て
、
「
『
秋
の
故
郷
』
は
お
そ
ら
く
は
、
良
経
の
影
響
に
よ
る
表
現

で
あ
ろ
う
。
『
秋
の
故
郷
』
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
は
『
春
の
故
郷
』
と
い
う

表
現
も
あ
り
、
『
無
名
抄
』
に
よ
れ
ば
、
後
鳥
羽
院
歌
壇
に
お
け
る
新
風
和
歌
を
特

徴
付
け
る
表
現
と
し
て
、
長
明
を
驚
嘆
さ
せ
た
秀
句
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
『
秋
の
故

郷
』
も
同
質
の
当
代
的
な
秀
句
表
現
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。

雅
経
は
「
秋
の
故
郷
」
と
い
う
表
現
を
、
当
該
歌
の
ほ
か
三
首
（
『
明
日
香
井
集
』

二
五
三
・
三
五
一
・
一
二
二
○
）
に
詠
ん
で
い
る
。
当
該
歌
以
前
の
作
例
は
、
参
考
歌

欄
に
示
し
た
良
経
歌
二
首
し
か
な
く
、
雅
経
は
良
経
歌
か
ら
学
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
し
、
良
経
歌
が
い
ず
れ
も
秋
の
歌
で
あ
る
（
た
だ
し
、
五
三
九
は
秋
の
最
後
の

歌
）
の
に
対
し
て
、
雅
経
歌
は
、
当
該
歌
・
二
五
三
・
三
五
一
が
冬
の
歌
で
、
秋
が
去
っ

た
後
の
寂
し
い
景
を
描
い
て
い
る
。

五
八　

よ
は
さ
ゆ
る
ふ
ゆ
の
あ
し
た
に
な
が
む
れ
ば
ま
づ
み
や
こ
に
は
を
の
や
ま
の

雪
【
校
異
】　

な
し

【
他
文
献
】　

な
し

【
現
代
語
訳
】　

夜
中
に
冷
え
込
ん
だ
冬
の
朝
に
外
を
眺
め
て
み
る
と
、
ま
ず
都
に
は

小
野
山
に
降
る
雪
が
見
え
る
。

【
本
歌
】

み
や
こ
に
も
は
つ
ゆ
き
ふ
れ
ば
を
の
山
の
ま
き
の
す
み
が
ま
た
き
ま
さ
る
ら
ん

（
『
後
拾
遺
集
』
巻
六
、
冬
、
四
〇
一
、
相
模
）

【
語
釈
】

○
よ
は
さ
ゆ
る
―
「
よ
は
」
は
「
夜
は
」
と
も
解
せ
る
が
、「
夜
半
」
と
考
え
た
。
「
よ

は
さ
ゆ
る
」
と
い
う
表
現
の
作
例
は
他
に
見
ら
れ
な
い
。

○
を
の
や
ま
―
山
城
国
の
歌
枕
。
現
在
の
京
都
市
左
京
区
。
小
野
山
の
雪
を
詠
ん
だ

作
は
当
該
歌
以
前
に
複
数
見
ら
れ
る
が
、
「
を
の
や
ま
の
雪
」
と
い
う
表
現
の
作
例
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は
他
に
見
ら
れ
な
い
。

【
補
説
】　

相
模
歌
を
本
歌
と
す
る
か
。
本
歌
は
、
都
に
も
初
雪
が
降
っ
た
の
で
、
小

野
山
の
真
木
を
炭
に
焼
く
竃
は
燃
え
ま
さ
っ
て
い
る
だ
ろ
う
と
、
小
野
山
の
炭
竃
を

思
い
や
る
。
一
方
雅
経
歌
は
本
歌
よ
り
少
し
前
の
時
期
を
設
定
し
、
夜
中
の
寒
さ
が

厳
し
か
っ
た
翌
朝
、
都
に
ほ
ど
近
い
小
野
山
に
雪
が
降
っ
て
い
る
の
が
見
え
る
と
詠

む
。
間
も
な
く
都
に
も
雪
が
降
る
の
で
あ
ろ
う
こ
と
を
予
測
さ
せ
る
。

五
九　

み
よ
し
の
ゝ
い
は
の
か
け
道
あ
と
た
え
て
人
や
は
か
よ
ふ
雪
ふ
か
き
こ
ろ

【
校
異
】　

な
し

【
他
文
献
】　

な
し

【
現
代
語
訳
】　

吉
野
の
岩
に
か
け
た
道
は
足
跡
が
絶
え
て
、
人
が
通
う
こ
と
な
ど
あ

ろ
う
か
、
こ
の
雪
深
い
頃
に
。

【
本
歌
】

世
に
ふ
れ
ば
う
さ
こ
そ
ま
さ
れ
み
よ
し
の
の
い
は
の
か
け
み
ち
ふ
み
な
ら
し
て
む

（
『
古
今
集
』
巻
一
八
、
雑
下
、
九
五
一
、
よ
み
人
し
ら
ず
）

【
語
釈
】

○
い
は
の
か
け
道
―
崖
に
木
材
を
棚
の
よ
う
に
か
け
渡
し
て
作
っ
た
道
。
雅
経
は
他

に
三
首
（
『
明
日
香
井
集
』
九
三
、
八
六
七
、
一
三
七
九
）
に
詠
ん
で
い
る
。
他
に
『
拾

玉
集
』
に
四
例
、
『
後
鳥
羽
院
御
集
』
に
三
例
、
『
拾
遺
愚
草
』
と
『
如
願
法
師
集
』

に
二
例
見
ら
れ
る
な
ど
、
新
古
今
時
代
に
流
行
し
た
表
現
。
雅
経
は
、
他
の
三
首
で

は
、
岩
の
か
け
道
を
進
む
困
難
を
詠
ん
で
い
る
。

【
補
説
】　

本
歌
が
こ
の
世
で
生
き
て
い
る
つ
ら
さ
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
岩
の
か
け
道

を
踏
み
し
め
て
入
っ
て
行
こ
う
と
い
う
述
懐
歌
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
雅
経
歌
は
雪

が
深
く
積
も
っ
た
た
め
に
人
の
行
き
来
が
途
絶
え
た
か
け
道
を
詠
む
。
本
歌
で
詠
ま

れ
て
い
る
人
物
が
本
当
に
岩
の
か
け
道
を
通
っ
て
吉
野
に
入
っ
た
後
の
状
況
を
描
い

て
い
る
と
も
解
さ
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
自
ら
の
意
志
で
吉
野
山
に
入
っ

た
後
、
雪
に
閉
ざ
さ
れ
て
誰
一
人
訪
れ
る
人
も
な
い
人
物
の
孤
独
を
詠
ん
で
い
る
こ

と
に
な
る
。

六
〇　

ほ
ど
も
な
く
あ
は
れ
も
ふ
か
き
な
が
め
か
な
こ
ま
か
に
つ
も
る
夕
ぐ
れ
の
ゆ

き【
校
異
】　

こ
ま
か
に
つ
も
る
―
こ
ま
つ
に
つ
も
る
（
書
Ｂ
）

【
他
文
献
】　

な
し

【
現
代
語
訳
】　

あ
っ
と
い
う
間
に
趣
深
い
眺
め
を
作
り
出
し
た
な
あ
。
繊
細
で
美
し

く
積
も
っ
た
夕
暮
の
雪
は
。

【
語
釈
】

○
な
が
め
か
な
―
五
四
に
既
出
。

○
こ
ま
か
に
つ
も
る
―
「
こ
ま
か
に
」は
こ
こ
で
は
繊
細
で
美
し
い
こ
と
を
い
う
。「
こ

ま
か
に
つ
も
る
」
と
い
う
表
現
の
作
例
は
、
当
該
歌
以
前
に
は
見
ら
れ
な
い
。

○
夕
ぐ
れ
の
ゆ
き
―
夕
暮
れ
時
に
降
っ
て
い
る
雪
。
こ
れ
も
当
該
歌
以
前
の
作
例
は

な
い
。

【
補
説
】　

夕
暮
れ
時
、
雪
が
降
り
だ
し
た
と
思
う
間
も
な
く
、
う
っ
す
ら
と
積
も
っ

た
様
子
の
美
し
さ
を
歌
う
。
夕
方
で
、
気
温
が
下
が
っ
て
い
く
た
め
、
粉
雪
と
な
っ

て
積
も
る
の
で
あ
ろ
う
。
「
夕
ぐ
れ
の
ゆ
き
」
と
い
う
雅
経
が
創
出
し
た
か
と
思
わ

れ
る
表
現
が
、
眼
目
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

六
一　

と
き
は
な
る
ま
つ
の
み
ど
り
も
う
づ
も
れ
て
な
に
の
こ
ず
ゑ
の
雪
の
む
ら
だ
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ち【
校
異
】　

な
に
の
こ
ず
ゑ
―
な
に
の
木
の
（
書
Ａ
）

【
他
文
献
】　

な
し

【
現
代
語
訳
】　

常
緑
で
あ
る
松
の
緑
色
も
雪
に
埋
も
れ
て
、
何
の
木
の
梢
な
の
か
と

思
う
雪
の
中
の
群
立
ち
で
あ
る
。

【
本
歌
】

と
き
は
な
る
松
の
み
ど
り
も
春
く
れ
ば
今
ひ
と
し
ほ
の
色
ま
さ
り
け
り

（
『
古
今
集
』
巻
一
、
春
上
、
二
四
、
源
宗
于
）

【
参
考
歌
】

た
ま
が
き
は
あ
け
も
み
ど
り
も
う
づ
も
れ
て
ゆ
き
お
も
し
ろ
き
ま
つ
の
を
の
山

（
『
山
家
集
』
五
三
七
）

【
語
釈
】

○
な
に
の
こ
ず
ゑ
の
―
何
の
木
の
梢
な
の
か
わ
か
ら
な
い
。
他
に
作
例
が
な
い
。

○
雪
の
む
ら
だ
ち
―
「
む
ら
だ
ち
」
は
一
群
に
な
っ
て
立
つ
意
。
雪
の
中
の
（
松
の
）

群
立
ち
を
約
め
て
表
現
し
た
も
の
で
、
当
該
歌
以
前
の
作
例
は
な
い
。

【
補
説
】　

田
村
柳
壹
氏
は
「
本
歌
は
常
磐
の
松
ま
で
も
春
が
来
る
と
、
一
段
と
緑
の

色
が
ま
さ
っ
て
く
る
と
い
う
、
知
的
趣
向
に
中
心
の
あ
る
観
念
的
な
歌
で
あ
る
。
一

方
、
雅
経
の
歌
は
、
本
歌
の
初
二
句
を
そ
の
ま
ま
の
形
で
取
り
、
常
磐
の
松
さ
え
も

冬
の
今
は
雪
に
埋
も
れ
て
、
一
面
に
群
が
り
立
つ
雪
の
梢
は
ど
れ
が
何
の
木
で
あ
る

の
か
判
別
し
難
い
と
詠
ん
で
い
る
。
雅
経
の
歌
は
、
趣
向
の
上
で
は
本
歌
の
『
常
磐

な
る
松
』
と
い
う
前
提
条
件
を
覆
し
て
お
り
、
ま
た
、
本
歌
か
ら
取
っ
た
上
二
句
で

は
春
が
来
る
と
、
一
入
ま
さ
る
松
の
『
緑
』
を
イ
メ
ー
ジ
に
浮
か
び
上
ら
せ
、
こ
れ

を
下
句
の
雪
の
『
白
』
と
対
比
さ
せ
、
色
彩
の
対
照
に
よ
る
印
象
を
鮮
明
な
も
の
と

し
て
い
る
。
更
に
、
下
句
『
何
の
梢
の
雪
の
群
立
ち
』
と
い
う
詞
続
き
も
、
『
の
』

を
多
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
緊
縮
し
た
表
現
と
な
っ
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
。
当
該

歌
は
、
参
考
歌
欄
に
示
し
た
西
行
歌
と
「
み
ど
り
も
う
づ
も
れ
て
」
と
い
う
表
現
が

共
通
し
て
お
り
、
西
行
歌
も
念
頭
に
あ
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。
西
行
歌
で
は
松
尾

大
社
の
玉
垣
の
朱
と
松
の
緑
が
雪
に
埋
も
れ
て
い
る
と
詠
む
の
を
、
雅
経
歌
で
は
松

の
緑
に
焦
点
を
当
て
た
。
一
面
の
雪
に
覆
わ
れ
た
景
を
詠
む
点
で
は
共
通
す
る
が
、

場
を
転
じ
、
西
行
歌
と
は
異
な
る
趣
と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

六
二　

た
れ
か
み
る
よ
ぶ
か
く
あ
く
る
ま
き
の
と
に
雪
よ
り
し
ら
む
庭
の
あ
け
ぼ
の

【
校
異
】　

な
し

【
他
文
献
】　

な
し

【
現
代
語
訳
】　

誰
が
見
て
い
よ
う
か
、
夜
も
深
い
頃
に
開
け
る
真
木
の
戸
の
前
に
広

が
る
雪
か
ら
白
々
と
明
け
て
く
る
曙
で
あ
る
か
の
よ
う
な
庭
の
光
景
を
。

【
参
考
歌
】

む
め
が
か
を
ほ
か
へ
や
か
ぜ
の
さ
そ
は
ま
し
夜
ぶ
か
く
明
け
ぬ
ま
き
の
と
な
ら
ん

（
『
文
治
三
年
女
御
入
内
和
歌
』
四
一
、
藤
原
兼
実
・
『
玄
玉
集
』
巻
六
・
草
樹
歌
上
、

四
五
九
）

雲
ふ
か
き
み
ね
の
あ
さ
け
の
い
か
な
ら
ん
ま
き
の
と
し
ら
む
雪
の
ひ
か
り
に

（
『
六
百
番
歌
合
』
五
五
一
、
藤
原
良
経
・『
秋
篠
月
清
集
』
三
四
五
・『
新
後
撰
集
』
巻
六
、

冬
、
五
一
七
）

【
語
釈
】

○
た
れ
か
み
る
―
係
助
詞
「
か
」
は
疑
問
と
も
反
語
と
も
解
せ
る
が
、
反
語
か
。
い

ず
れ
に
し
て
も
、
「
た
れ
か
み
る
」
と
言
っ
て
い
る
人
物
は
、
以
下
の
景
を
見
て
い

な
い
。

○
よ
ぶ
か
く
あ
く
る
―
「
夜
深
し
」
は
夜
が
深
い
、
夜
明
け
ま
で
ま
だ
間
が
あ
る
さ

ま
。
「
よ
ぶ
か
く
あ
く
」
と
い
う
表
現
の
作
例
は
、
当
該
歌
と
参
考
歌
欄
に
示
し
た
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兼
実
歌
以
外
に
見
ら
れ
な
い
。

○
ま
き
の
と
―
杉
や
檜
で
作
っ
た
戸
。
寝
て
い
る
部
屋
の
戸
。

○
雪
よ
り
し
ら
む
―
積
も
っ
た
雪
が
明
る
く
見
え
る
。
雪
明
り
を
い
う
。
こ
の
表
現

の
作
例
は
、
当
該
歌
以
前
に
は
な
い
。

○
庭
の
あ
け
ぼ
の
―
「
あ
け
ぼ
の
」
は
夜
が
ほ
の
ぼ
の
と
明
け
始
め
よ
う
と
す
る
頃
。

第
二
句
の
「
夜
深
し
」
よ
り
も
後
の
時
間
帯
な
の
で
、
時
間
が
経
過
し
た
か
、
実
際

の
時
刻
は
曙
の
頃
で
は
な
い
か
の
い
ず
れ
か
と
な
る
。
初
句
か
ら
、
実
際
に
は
こ
の

景
を
見
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
の
で
、
時
間
が
経
過
し
た
と
は
考
え
に
く
く
、
雪

が
明
る
い
た
め
、
庭
が
曙
に
な
っ
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
を
い
う
。
こ
の
表
現

の
作
例
の
当
該
歌
以
前
に
は
見
ら
れ
な
い
。

【
補
説
】　

田
村
柳
壹
氏
は
、
参
考
歌
欄
に
示
し
た
良
経
歌
を
挙
げ
、
『
六
百
番
歌
合
』

か
ら
学
ん
だ
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
二
首
は
「
真
木
の
戸
」
「
白
む
」

「
雪
」
と
い
う
語
が
共
通
し
て
詠
ま
れ
て
お
り
、
ま
た
「
い
か
な
ら
ん
」
「
た
れ
か
み

る
」
と
想
像
上
の
景
を
詠
む
点
は
共
通
し
て
い
る
も
の
の
、
良
経
歌
は
「
朝
明
」
で

雅
経
歌
よ
り
も
遅
い
時
分
を
詠
む
。
ま
た
、
良
経
歌
で
は
「
雪
の
ひ
か
り
」
す
な
わ

ち
朝
日
が
雪
に
反
射
し
た
光
を
詠
む
が
、
雅
経
歌
で
は
雪
明
り
を
詠
ん
で
い
て
景
が

異
な
る
上
、
峰
と
庭
と
い
う
場
の
違
い
も
あ
る
。
影
響
関
係
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
良

経
歌
で
用
い
ら
れ
た
語
か
ら
想
を
得
て
、
良
経
歌
と
は
異
な
る
景
を
描
い
た
こ
と
に

な
ろ
う
か
。
夜
更
け
な
の
に
曙
か
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
雪
明
り
は
幻
想
的
で
あ
る
。

六
三　

こ
の
ご
ろ
は
が
け
の
か
よ
ひ
ぢ
こ
ゝ
ろ
せ
よ
ふ
ぶ
き
に
こ
ゆ
る
こ
し
の
た
び

人
【
校
異
】　

な
し

【
他
文
献
】　

な
し

【
現
代
語
訳
】　

今
ご
ろ
の
時
期
は
、
崖
の
通
い
路
を
行
く
時
は
注
意
し
な
さ
い
、
吹

雪
の
中
を
越
え
て
行
く
越
の
国
の
旅
人
よ
。

【
参
考
歌
】

跡
絶
え
て
誰
か
住
む
ら
ん
と
ふ
門
を
あ
な
卯
花
の
陰
の
通
路

（
『
新
明
題
集
』
巻
二
、
夏
、
一
一
九
九
、
中
院
通
村
）

あ
だ
に
ち
る
花
に
嵐
を
み
し
よ
り
も
ふ
ぶ
き
に
こ
ゆ
る
し
が
の
や
ま
道

（
『
建
仁
元
年
十
首
和
歌
』
一
九
一
、
雅
経
）

【
語
釈
】

○
が
け
の
か
よ
ひ
ぢ
―
『
新
編
国
歌
大
観
』
で
は
「
か
げ
の
か
よ
ひ
ぢ
」
と
濁
点
を

付
す
。
「
か
け
の
か
よ
ひ
ち
」
の
作
例
は
、
当
該
歌
以
外
に
は
参
考
歌
欄
に
示
し
た

通
村
歌
し
か
見
ら
れ
ず
、こ
れ
は
内
容
か
ら
も
「
卯
花
隠
路
」
と
い
う
題
か
ら
も
「
陰

の
通
ひ
路
」
で
あ
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
し
か
し
、
雅
経
歌
で
は
「
陰
」
と
す
る

と
何
の
蔭
で
あ
る
か
明
確
で
は
な
く
、
ま
た
、
吹
雪
の
中
を
越
え
て
い
る
旅
人
に
注

意
を
呼
び
掛
け
て
い
る
こ
と
か
ら
「
崖
」
と
解
し
た
。

○
ふ
ぶ
き
に
こ
ゆ
る
―
吹
雪
の
中
を
越
え
て
行
く
。
「
ふ
ぶ
き
に
こ
ゆ
」
と
い
う
表

現
の
作
例
は
、
当
該
歌
以
外
に
は
参
考
歌
欄
に
示
し
た
雅
経
歌
の
み
で
あ
る
が
、『
明

日
香
井
集
』
に
は
見
え
な
い
。

○
こ
し
の
た
び
人
―
越
の
国
を
越
え
て
行
く
旅
人
。
越
の
国
は
、
越
前
・
越
中
・
越

後
の
三
国
。
現
在
の
、
福
井
・
石
川
・
富
山
・
新
潟
。
「
越
の
白
山
（
白
嶺
と
も
）
」

の
作
例
は
多
い
が
、
そ
の
多
く
が
「
雪
」
を
詠
み
込
む
。
当
該
歌
で
も
明
示
は
さ
れ

て
い
な
い
が
、
越
え
て
い
る
の
は
「
越
の
白
山
」
で
あ
ろ
う
か
。

【
補
説
】　

吹
雪
の
中
を
行
く
旅
の
危
険
を
詠
み
、
臨
場
感
が
あ
る
。
雅
経
は
、
現

在
知
ら
れ
る
だ
け
で
、
四
回
京
都
と
鎌
倉
を
往
復
し
て
い
る
。
一
度
目
は
、
時
期

は
不
明
で
あ
る
が
、
文
治
五
年
（
一
一
八
九
）
年
雅
経
二
○
際
の
時
に
父
頼
経
が

伊
豆
に
流
さ
れ
た
後
に
下
向
し
て
建
久
八
年
（
一
一
九
七
）
二
八
歳
の
時
に
帰
洛
、
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二
度
目
は
建
仁
元
年
（
一
二
○
一
）
三
二
歳
の
二
月
一
八
日
以
後
出
立
し
て
同
年

三
月
二
○
日
帰
洛
、
三
度
目
は
建
暦
元
年
（
一
二
一
一
）
九
月
二
四
日
以
降
出
立

し
て
一
〇
月
二
二
日
以
前
帰
洛
（
こ
の
時
は
鴨
長
明
を
伴
っ
て
い
る
）
、
四
度
目
は

建
保
三
年
（
一
二
一
五
）
一
〇
月
一
日
頃
出
立
し
て
帰
洛
時
期
は
不
明
、
用
件
は

不
明
だ
が
順
徳
天
皇
の
使
い
で
あ
っ
た
。
ほ
か
に
、
『
明
日
香
井
集
』
一
三
六
六

に
よ
り
、
年
次
不
明
だ
が
九
月
十
三
夜
に
鈴
鹿
の
関
に
い
た
経
験
が
あ
る
こ
と
も

知
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
豊
富
な
旅
の
経
験
は
お
そ
ら
く
作
歌
に
反
映
さ
れ
て
い

る
と
思
わ
れ
、
そ
の
一
つ
に
山
越
え
を
詠
ん
だ
歌
の
多
さ
が
あ
る
。
そ
れ
ら
に

は
、
つ
ら
さ
や
、
不
安
、
危
険
性
な
ど
を
感
じ
さ
せ
る
作
が
多
く
（
『
明
日
香
井
集
』

九
三
・
一
六
八
・
八
六
七
・
九
六
五
・
一
三
七
九
な
ど
）
、
当
該
歌
も
そ
の
一
例
と
考
え

た
い
。

六
四　

い
は
し
ろ
の
を
の
へ
の
ま
つ
に
ゆ
き
ふ
れ
ば
か
ぜ
の
お
と
ま
で
む
す
ぼ
ゝ
れ

つ
ゝ

【
校
異
】　

な
し

【
他
文
献
】　

な
し

【
現
代
語
訳
】　

岩
代
の
尾
上
の
松
に
雪
が
降
る
と
、
風
の
音
ま
で
が
晴
れ
や
ら
な
い

感
じ
が
し
て
い
る
。

【
本
歌
】

か
く
と
だ
に
ま
だ
い
は
し
ろ
の
む
す
び
ま
つ
む
す
ぼ
ほ
れ
た
る
我
が
こ
こ
ろ
か
な

（
『
金
葉
集
』
三
奏
本
、
巻
七
、
恋
上
、
三
九
六
、
源
顕
国
・『
金
葉
集
』
二
度
本
、
巻
七
、

恋
上
、
三
七
八
）

【
語
釈
】

○
い
は
し
ろ
の
―
「
い
は
し
ろ
」
は
紀
伊
国
の
歌
枕
。
現
在
の
和
歌
山
県
日
高
郡
南

部
町
岩
代
。

○
む
す
ぼ
ゝ
れ
つ
ゝ
―
「
む
す
ぼ
ほ
る
」
は
、
心
が
晴
れ
な
い
意
。
こ
こ
で
は
、

自
分
の
心
が
晴
れ
ず
、
風
の
音
も
鬱
屈
し
た
よ
う
に
聞
こ
え
る
こ
と
。
「
む
す
ぼ

ほ
れ
つ
つ
」
と
い
う
表
現
を
雅
経
は
他
に
三
首
に
用
い
て
い
る
（
『
明
日
香
井
集
』

一
四
一
・
六
一
三
・
九
一
三
）
。
音
が
「
む
す
ぼ
ほ
る
」
と
詠
む
例
は
少
な
い
が
、
雅

経
は
一
四
一
で
波
の
音
に
「
む
す
ぼ
ほ
る
」
の
語
を
用
い
て
い
る
。

【
補
説
】　

『
金
葉
集
』
歌
を
本
歌
と
す
る
か
。
本
歌
で
は
「
結
び
松
」は
「
む
す
ぼ
ほ
る
」

の
語
を
導
き
、
鬱
屈
し
た
恋
の
思
い
を
詠
む
が
、
雅
経
歌
で
は
自
然
詠
に
転
じ
、
雪

が
降
っ
て
晴
れ
な
い
思
い
で
い
る
と
、
風
の
音
も
同
じ
よ
う
に
鬱
屈
し
た
感
じ
に
聞

こ
え
る
と
詠
む
も
の
で
、
三
二
で
五
月
雨
の
頃
に
鐘
の
音
が
湿
っ
た
感
じ
に
聞
こ
え

る
と
詠
む
の
と
類
似
の
発
想
で
あ
る
。


